
Based on the biological characteristics of the teeth of carp, fishing activities in the prehistoric ages 

can be understood by analyzing the excavated tooth remains. In Japan, rice cultivation was started 

in the Jomon period, and rice cultivation by irrigation was started in the Yayoi period. The places of 

freshwater fishing and rice cultivation overlapped each other. The information about tooth remains 

excavated from the ruins of the Jomon and Yayoi periods in western Japan has been accumulated 

to some extent, and we are now able to describe the relationship between freshwater fishing and 

rice cultivation. The development of fishing in the Jomon and Yayoi periods in western Japan can be 

classified as follows: Stage 0 where fishing in the waterside ecotone was not yet developed; Stage I 

where fishing in the waterside ecotone was developed （Stage Ia: primitive rice cultivation was not 

performed, and Stage Ib: primitive rice cultivation in the place of fishing was performed）, and Stage 

II where fishing in the place of rice cultivation （paddy fields） was developed. In the Yangtze River 

basin, there was also gathering of rice seeds in the place of fishing （waterside ecotone） in Stage 

Ia. The relationship between fishing and rice cultivation in the Yangtze River basin cannot really be 

understood based on tooth remains alone. This is because there has been no detailed research on 

tooth remains in China except for the example of Tianluoshan site in the Hemudu culture period. 

If the research on tooth remains excavated from the archaeological sites in the Neolithic period is 

progressed in the future, the relationship between fishing and rice cultivation, and the history of rice 

cultivation will be clarified.
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❶漢人移民による水利事業

❷科挙合格者の増加と要因

結論

　雲南への漢人移民の進出は，14 世紀に明朝の版図に組み入れられたことに始まり，人口爆発に
伴う大量の漢人移民の流入を迎えた18世紀末にそのピークに達する。従来，雲南の移民史において，
雲南省外の他地域から移住してくる漢人移民の動向に焦点が集まりがちであり，省内の移民につい
てはほとんど省みられてこなかった。本稿では，石屏の事例を通して，こうした一方的な議論に対
して別の見方を提示する。
　石屏盆地では明代に屯田が設置されたことをきっかけに漢人移民が入植し，官主導による耕地開
発が始まった。この際に官側は，（1）貯水池灌漑（2）水車利用による灌漑（3）囲田といった水利
技術を活用し，治水工事と合わせて，耕地面積を拡大していった。その結果，石屏では人口増加が
引き起こされ，他地域への移住へとつながる環境が整えられたのである。さらに官は，耕地開発で
得た経済力を背景として人材の育成を目指し，教育施設の充実を図った。官主導の教育の普及と耕
地開発の恩恵が民にも及んだことで，民間経営による私塾が登場し，優秀な人材を多数輩出するよ
うになった。彼らは科挙に合格し，官吏として全国に散っていっただけでなく，教師としても周辺
地域から招聘を受けた。そして，こうした人々が地縁を中心としたネットワークを構築することで
移民活動の一助となった。すなわち，石屏盆地において，官の水利事業による耕地面積の拡大が，
人口増大を可能にし，民が移住する社会的環境を作り上げたのである。
　雲南の移民史を論じる上で，これまで指摘されてきたような他省からの移住という視点だけでな
く，石屏盆地の事例の如く，雲南省内の耕地開発が発端となり，地元社会内部から移住へとつなが
る動きが生じてきたことにも目を向けるべきであろう。

【キーワード】水田，水利，明清時代，雲南省，漢人移民
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はじめに

　本稿の舞台となる石屏県は，雲南省紅河哈尼族彝族自治州に属し，図 1 に見えるように現在の雲

南省の省都昆明より南へ約 250km 下った地点に位置する。県内のほとんどは山地で占められてい

るが，県城を中心とした一帯や，異龍湖及び赤瑞湖（宝秀湖）周辺には一部平野が広がっている。

明代以降の漢人の進出に伴う石屏の耕地開発の歴史は，この盆地を中心に展開する。

　雲南省は，14 世紀後半に明朝が進出したのを契機に中国王朝の版図に組み込まれ，本格的な漢

人の進出が始まった。清朝以後もこうした傾向は続き，18 世紀の人口爆発に起因する漢人移民の

大量流入を迎え，そのピークに達するのである
（1）

。そして，こうした明朝以降の漢人の進出は，土地

開発を通して在地社会に大きな変化をもたらした。

　14 世紀末，明王朝は，雲南の元朝勢力に対し戦いを優勢に進めていた。しかし，雲南東北部に

おける少数民族の相継ぐ反乱に時間を費やし，慢性的な軍糧不足に陥ったのである。そこで，この

問題を解決するために屯田を実施し
（2）

，省内の要地や交通路沿いに軍隊を駐留させ，食糧生産体制を

整えようとした
（3）

。その結果，これがきっかけとなって彼らは軍事移民として雲南に居住するように

なり，耕地開発が開始されるのである
（4）

。これら雲南に設置された軍屯の数や位置については，方国

68

図1　雲南省全体図
典拠：譚其驤主編1982『中国歴史地図集』清時期，地図出版社を参考に作成。



国立歴史民俗博物館研究報告
第 162集　2011年 1月

はじめに

　本稿の舞台となる石屏県は，雲南省紅河哈尼族彝族自治州に属し，図 1 に見えるように現在の雲

南省の省都昆明より南へ約 250km 下った地点に位置する。県内のほとんどは山地で占められてい

るが，県城を中心とした一帯や，異龍湖及び赤瑞湖（宝秀湖）周辺には一部平野が広がっている。

明代以降の漢人の進出に伴う石屏の耕地開発の歴史は，この盆地を中心に展開する。

　雲南省は，14 世紀後半に明朝が進出したのを契機に中国王朝の版図に組み込まれ，本格的な漢

人の進出が始まった。清朝以後もこうした傾向は続き，18 世紀の人口爆発に起因する漢人移民の

大量流入を迎え，そのピークに達するのである
（1）

。そして，こうした明朝以降の漢人の進出は，土地

開発を通して在地社会に大きな変化をもたらした。

　14 世紀末，明王朝は，雲南の元朝勢力に対し戦いを優勢に進めていた。しかし，雲南東北部に

おける少数民族の相継ぐ反乱に時間を費やし，慢性的な軍糧不足に陥ったのである。そこで，この

問題を解決するために屯田を実施し
（2）

，省内の要地や交通路沿いに軍隊を駐留させ，食糧生産体制を

整えようとした
（3）

。その結果，これがきっかけとなって彼らは軍事移民として雲南に居住するように

なり，耕地開発が開始されるのである
（4）

。これら雲南に設置された軍屯の数や位置については，方国

68

図1　雲南省全体図
典拠：譚其驤主編1982『中国歴史地図集』清時期，地図出版社を参考に作成。

［明清時期雲南省石屏盆地における漢人移民の耕地開発］……西川和孝

瑜が網羅的に整理している
（5）

。また，軍事移民の動向と耕地の拡大を図って実施された水利事業に関

しては，省都の滇池を対象とした于希賢の研究がある
（6）

。さらに，辛法春は，明代に雲南経営を担っ

た沐氏の動向の一環として滇地の水利事業に言及する
（7）

。ただし，こうした明代から清代初めまでの

漢人の移住は，基本的に平野部に限られていた。

　しかし，清朝半ば以降，こうした状況が一変した。つまり，新大陸産の作物が中国に伝来したこ

とにより，大規模な人口爆発が引き起こされ，大量の漢人移民が，新たな生活の場を求めて，中国

周辺地域に溢れ出たのである。こうした人々は，厳しい環境下でも生育可能であった新大陸産の作

物を携え，それまで手付かずであった山地にも入り込み，積極的に耕地の開拓を進めた。清代雲貴

高原に関する漢人移民による山地の耕地開発と生態環境への影響については，楊偉兵の研究に詳し

い
（8）

。また，清代雲南においては山間部にある鉱山の開発が盛んに行われ，これら大量の移民の中に

は生計の場所を鉱山に求める者もいた。銅の埋蔵量で圧倒的な規模を誇った滇東北の銅山開発につ

いては楊煜達が，環境変遷との関連性の中で詳細な研究を行っている
（9）

。しかし，これら研究は対象

地域や生態環境といった着目点の違いから，石屏盆地における軍事移民の進出や彼らによってなさ

れた開発にはほとんど言及していない。

　石屏の移民の動向に関して言えば，野本敬・西川和孝の研究があり
（10）

，明代に始まった耕地開発は，

17 世紀後半には頭打ちとなり，新たな漢人移民とこうした地域社会の構造的飽和のため，石屏の

人々が玉突き的に外地へ押し出され，さらなる辺境へと生活の場を求めていったとする。この論考

では，移民を生み出す原因としての耕地開発の限界と漢人移民の流入との関連性について言及して

いるものの，雲南から東南アジアという広大な地域の移民の流れを対象としていることもあり，大

枠を示せたに過ぎず，漢人移民が実際に行った具体的な耕地開発や在地社会の内部変化を十分に論

じたとは言い難い。

　石屏においても明代に設置された屯田を基礎として，官側によって石屏盆地を中心に耕地開発が

推進される。本稿では，こうした石屏盆地の耕地開発に着目し，官側が（1）貯水池灌漑（2）水車

利用による灌漑（3）囲田といった各種の水利技術を用いて，如何にして治水や灌漑などの水利事

業を行い田畑の拡大を図り，民間に繁栄をもたらすに至ったかを明らかにする。そして，こうした

官主導による開発の影響が民間に浸透することで，地元社会に変化が起き，清代半ばの漢人移民の

流入とは異なる，雲南漢人社会の内部からの移住への動きにつながることにも言及したい。

　それから，ここで扱う漢人移民には，大きく分けて，14 世紀の屯田設置をきっかけとして住み

着いた者と 18 世紀末から生活の場を求めて新たに移住してきた人々がいるが，便宜上，前者を軍

事移民，後者を経済移民とする。

❶……………漢人移民による水利事業

Ⅰ．石屏盆地の概要

　石屏県は，雲南省から貴州省へ広がる雲貴高原の南縁部に位置し，西は元江を挟んで哀牢山脈が

横たわる，起伏に富んだ土地となっており，実に県の約95%が山地によって占められている。そして，
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残りの約 5% が盆地からなる平地部分であるが，この内半分近くが赤瑞湖と異龍湖を含むその周辺

部の石屏盆地に集中しているのである
（11）

。　

　本稿の主題となる石屏盆地の気候は，亜熱帯気候に属し，年平均気温が 18℃で，月別平均気温

の最高が 6 月の 22.2℃，最低が 1 月の 11.6℃である。また，年間降水量は平均 925.2mm で，年平

均降雨日数が 134 日，そして，一般的に 5 月下旬から 6 月上旬にかけて雨季が始まる。したがって，

石屏州では秋冬の水不足と夏の洪水が水利上の最大の問題となる。そこで，本章では 14 世紀から

官が新たな耕地の開発を目指し，どのようにして水利事業を行い，安定的農業を実施できるように

したかを明らかにする。ここでいう官とは，具体的には王朝側の官僚を指す。そして，これに対す

る用語として，地元漢人社会を意味する民間という言葉を使用する。

　石屏盆地における漢人の進出は明朝の洪武年間に遡る。明の洪武帝の命を受けた征南将軍傅友徳，

左副将軍藍玉，右副将軍沐英は，雲南攻略後，その経営を沐英にまかせて撤退した。乾隆『石屏州

志』巻 2 には，その経緯について以下のように説明している
（12）

。

洪武 16 年（1383）に傅友徳と藍玉は撤退し，沐英を雲南に残し，治めさせた。沐英は，僻地

で兵が多く軍の費用を供給し続けるのが難しいのを心配し，屯田の設置を願い出て洪武帝の裁

可を得た。沐英は宣寧侯金朝勳と指揮僉事万徳を派遣し，臨安府の屯田を管理させた。そして，

石屏には屯十六伍を，宝秀には屯十八伍を置き，田を遠征の将兵に割り当て，代々受け継がせた。

　すなわち，漢人による経営は，沐英が兵士の食糧問題を解決するため，部下を派遣して石屏と宝

秀にそれぞれ屯田を設置したことに端を発する。現在，石屏県宝秀鎮蘭梓営小学校にある「蘭梓営

清理納糧分水碑」には，こうした事実を裏付ける記述として，明初に雲南遠征に従事しこの地に住

み着いた軍事移民の軍隊名簿が見え，彼らがやってきた由来や経緯，さらに土地の租税，水の分配

なども記されている
（13）

。

　このように石屏盆地では軍事移民が入植してきた明朝以降，田畑の拡大を目指し，耕地開発が本

格的に開始されるのである。そして，この際に注目されたのが赤瑞湖と異龍湖を含む一帯であり，

石屏盆地の水利事業は，これら周辺地域を中心として展開されるのである。

Ⅱ．水利事業の展開

　盆地内の地形は県城（海抜 1420m）を中心にその西側に赤瑞湖（海抜 1427.5m），東側に異龍湖（海

抜 1414m）があり，西部から東部にかけてわずかに傾斜が存在する。そのため，盆地内の水系は，

基本的に高所である西側から低所である東側に流れる仕組みとなっている。つまり，周辺の山々か

ら流れ出る渓流や湧水が赤瑞湖に集まり，赤瑞湖から新街海河を通り，県城を迂回しながら異龍湖

に流れ込む。そして，異龍湖はさらに周辺河川の水を吸収し，最終的に東岸の湖出口部から唯一の

流出河川である蘆子河を通って建水県へ流れ出るという次第である
（14）

。乾隆『石屏州志』巻 1 には，

こうした石屏の水系について水利図（図 2 参照）が付されており，そこには次のような説明がなさ

れている
（15）

。

山々からの谷川や田水が，東に向かい，周囲 20 里余りの宝秀草海（赤瑞湖）に流れ込む。そして，

草海の出口から 20 里余り流れ，大松樹泉や九天観大塘を経由し，三台閣，旧壩，新壩に至り，

州城の南を還流し，北の番卜竜，化龍橋に到達する。更にこれに附近の山々から谷川が集まり
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　盆地内の地形は県城（海抜 1420m）を中心にその西側に赤瑞湖（海抜 1427.5m），東側に異龍湖（海

抜 1414m）があり，西部から東部にかけてわずかに傾斜が存在する。そのため，盆地内の水系は，

基本的に高所である西側から低所である東側に流れる仕組みとなっている。つまり，周辺の山々か

ら流れ出る渓流や湧水が赤瑞湖に集まり，赤瑞湖から新街海河を通り，県城を迂回しながら異龍湖

に流れ込む。そして，異龍湖はさらに周辺河川の水を吸収し，最終的に東岸の湖出口部から唯一の

流出河川である蘆子河を通って建水県へ流れ出るという次第である
（14）

。乾隆『石屏州志』巻 1 には，

こうした石屏の水系について水利図（図 2 参照）が付されており，そこには次のような説明がなさ

れている
（15）

。

山々からの谷川や田水が，東に向かい，周囲 20 里余りの宝秀草海（赤瑞湖）に流れ込む。そして，

草海の出口から 20 里余り流れ，大松樹泉や九天観大塘を経由し，三台閣，旧壩，新壩に至り，

州城の南を還流し，北の番卜竜，化龍橋に到達する。更にこれに附近の山々から谷川が集まり
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巨大な水たまりを作る。これを異龍湖と呼ぶ。広さは周囲 60 里余りで，湖尾には 2 つの山が

門のように横たわり，水はそこから流れ出る。これを海口と呼ぶ，つまり，湖の出口にあたる。

またここから鎖龍湾に到り，建水の瀘江水に達する。これは皆西から東に向かい，それから東

北方向へ行き，すべて盤江に帰する。異龍湖周辺の水田は合計 300 頃余りにのぼる。湖出口部

の南には河川があり，王家冲から白家寨を通り，湖に流れ込む。また北にも沙河があり，修衝

関と廻龍山から王家地に向かい，湖出口部に流れ込む。これが宝秀及び異龍湖の概要である。

　明代以降，漢人が入植するに至り，石屏盆地の耕地開発が始まるが，その要となる水利事業は，

周辺の山々から盆地部に集まり，西から東，そして高所から低所へと流れる水を制御し洪水を防ぎ

つつ，それを如何に活用して土地の灌漑に資するかにあったのである。

　本稿で扱う水利事業には，灌漑と治水が含まれる。灌漑は，水田を開発するために水を引いて土

地を潤すことであり，治水とは，堤防の整備や，河道の付替え及び河床の浚渫をして水害を防ぎ，

水流を管理することで灌漑の便を図ることである。

　石屏盆地で水利事業が実施された地域は，地理的特徴と気候との関係性から大きく 3 つに分類さ

れる。水が流れる西方から東方に順に示せば，①宝秀盆地周辺部②石屏州城を中心とする周辺一帯

の平野部③異龍湖周辺部の 3 つの地域である（図 3 参照）。つまり，①と③の地域は水に恵まれて

いるものの，雨季には増水するため，その活用と排水が耕地開発の鍵となり，②の地域は乾季の水

源の確保が課題となる。そして，これら地域の特性に合わせて，（1）貯水池灌漑（2）水車利用に

よる灌漑（3）囲田などの各種の水利技術を用い，安定した耕地の開発を目指して水利事業が行わ

れる。
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図2　石屏州水利図
典拠：乾隆『石屏州志』巻1　乾隆24年〔1759〕刊
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図4　赤瑞湖周辺図
典拠：『中国大陸五万分の一地図集成』科学書院，1986-2002年。これは1938年に日本
の軍事委員会軍令部陸地測量総局によって測図された縮尺5万分の1の地図である。
ちなみに地図上に見える標高は，正確な標高に2560m 加えた数字である。

図3　石屏盆地図
典拠：雲南省測絵局編印1990年『石屏県地図』を参考に作成。
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①宝秀盆地周辺部

　宝秀盆地の地形的特徴は，図 4 に示されるように三方を高い山に囲まれ，唯一盆地の西側のみ平

地が開かれている点にある。このため周囲の山々の水が小川や地下水となり，盆地の中央に集中し，

赤瑞湖を形成し，最終的に湖の東岸から土地の低い県城へと流れ出るのである。

　赤瑞湖周辺では昔からこうした特徴を生かし，周囲の山々から湖へ流れ込む水を田畑に引き，耕

地開発を行ってきたのである。現在，赤瑞湖南方の秀山寺に設置されており，嘉慶 4 年（1799）に

立てられた「秀山寺封山育林碑」には，次のように記されている
（16）

。

元来宝秀の盆地の周囲にある山々は，皆高く険しく，龍
い ず み
潭湧泉も無く，ただ山中から滲みだし

た水を引いて粮田を灌漑してきた。昔は木々が鬱蒼と茂り，山から水が滲み出し，その量も豊

富で，稲作に適していた。

　これと関連して，先に挙げた「蘭梓営清理納糧分水碑」も屯田に水を引く際の用水路の水の分配

規定を記した碑文であり，赤瑞湖周辺の耕地開発の実態を表していると言えよう。

　また，これと並ぶもう一つの耕地開発の中心が赤瑞湖の湖出口部である。図 2 にも見えるように，

赤瑞湖から流れ出た河川は，九天観を経由し，石屏州城を南北から囲むようにして迂回し，異龍湖

に流れ込んでいる。宝秀盆地はそれ自体があたかも水がめの役割を果たし，周囲の山々の水をすべ

て盆地に溜め，東へと流し込むのである。康煕年間に石屏出身の進士張漢によって書かれた「赤瑞

湖記」にはこうした様子について次のように描かれている
（17）

。

湖に水が満ちても出口が狭まっているため，壷をひっくり返したようにしか流れない。この川

は一本の帯となり，まっすぐ 10 里ばかり進み，九天観の鑑湖に流れ込む。それから二方向に

別れ，城を囲みながら，南北から東湖（異龍湖）に入る…湖には石板があり，俗に雲梯と呼ば

れている。また，湖の中から泉が沸いており，その様子を目にすることは出来ないものの，水

はきれいで髪の毛さえも映しだす。雨で水があふれ出ても，濁ることはない。

　つまり，石屏州では，赤瑞湖の水資源を如何に効率的に灌漑水として利用するかが重要な課題と

なったのである。

　万暦 26 年（1598）に赤瑞湖周辺の水利事業に取り組んだ知州蕭廷対は，「宝秀水利碑記」の中で「宝

秀は，州城から西方に一日歩いた場所にある…ただ周囲を高い山々に囲まれ，水田の灌漑に利用で

きる泉もなく苦しんでおり，山に雨が降れば，にわかに水が増え，久しく人々に二つの災いをもた

らしている。」と記し
（18）

，赤瑞湖の湖水の排出問題にも以下のように言及している
（19）

。

その一つは，中と左の 2 ヵ所の屯田が草海（赤瑞湖）に迫っていることである。雨が降れば，

水が集まり巨大な水溜りとなり，山の麓の河川が流れにくくなる。しかし，土砂の浚渫は数十

年議論されることもなく，土砂の堆積は，その浚渫作業よりも簡単に進行するのである。

　このように大雨に際して赤瑞湖の水の排出がうまく機能せず，附近の村々は洪水に苦しんだ。こ

うした事態に対して，天啓年間に知州を務めた顧慶恩は本格的にその解決に着手した。明末の石屏

出身の挙人楊忠亮によって書かれた「宝秀新河碑記」には「宝秀の草海…すなわち三方が山に阻まれ，

山水が発生する。もともと河川は山に沿って流れているので，屈曲しぶつかり，土砂を浚渫しても

すぐに塞がる。そのため土砂は，上には積もり益々高くなり，下ではぶつかり益々溜まった。…昔，

長老禦史の白塘許はこれを目撃し嘆いて『ああ，草海は上流に位置し，妨げるような岩もない。も
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し水田にまっすぐ河を開き，水を流すことが出来ればぶつかることもなく，広く恩恵に預かること

ができる』と言った…この言葉が伝わること 30 年にして，顧慶恩がこの地に赴任し…また水利に

ついて議論した。思うに時機到来である。」とあり
（20）

，赤瑞湖から流れ出す河川が山に沿って屈曲し

ていたために土砂が堆積しやすく，浚渫工事もその効果が限られていたことがわかる。そこで，河

道の付替えを行い，この問題の抜本的解決を図った。この経緯について同碑文は以下のように説明

する
（21）

。

屯長は，湿地に位置する人戸と田畑を選び，作業者に命令を下した。皆これを褒め称え，食糧

を包み，喜び争って鋤を手にし，河を決壊させた。しかし，水の勢いはすさまじく，溢れ出して，

皆畏れるばかりであった。そして，再三それを停めようと試みたが，どんどん流れ出し，最初

は五畝一帯に及び土地を水浸しにし，次に九天観の貯水池に流れ込み，そこに溜まり，さらに

州城の周りの水田に到り，南北に流れて東西から異龍湖に注ぎ込んだ…水路やあぜの跡を調べ，

境域を定め，この機会を利用して水田を拓き，新たに数千頃を得た。

　すなわち，河川を決壊させ，水を流させたのである。この時の水流はすさまじく，五畝から九天

観を通り，州城を囲んで東西二手に分かれて異龍湖に流れ込んだ。そして，これにより新たに広大

な水田を獲得したのである。さらに顧慶恩は土砂の堆積を防止するために役職を設け，管理させた。

「宝秀新河碑記」には次のようにある
（22）

。

以前は河の流れが妨げられ，土砂が堆積した。それゆえ直河に水利官を置き，河道が塞がらな

いように管理させた…宝秀直河は長雨に際して，水が溢れれば，これを開いて浚渫する。後に

直河が埋まり塞がれば，これは水利官の責任である。上流が塞がれば，水を導き下に流し，下

流が塞がれば，上流の水を通して流させる。これが水利の善後策の第一義である。公は速やか

にこれを計画した。

　こうした水利事業は功を奏したようであり，乾隆『雲南通志』巻 13 には「宝秀湖（赤瑞湖）は

州城の西方 30 里に位置し，水源は湖の中心にある。夏から秋にかけて雨が降って水が溢れ，それ

が集まり巨大な水溜りとなり，東方の異龍湖に流れ込み，灌漑に大いに役立っている。」とある
（23）

。

すなわち，乾隆年間には赤瑞湖が下流地域への灌漑用水を供給する源として重要な役割を担うよう

になっていたのである。

　宝秀盆地周辺において，赤瑞湖周辺部，及び湖出口部から東南の五畝へ広がる一帯が耕地開発の

中心となった。前者では，周辺の山々から流入する水を灌漑に利用し，田畑の拡大に努めた。そし

て，後者では，河道の付替えや浚渫などの治水工事を行い，雨季に殺到する水を管理して灌漑に資

し，耕地の開発を進めたのである。

②州城一帯を中心とする平野部

　異龍湖西岸には，図 5 にも見えるように州城を中心に平坦な土地が広がっており，耕作地として

非常に適していた。州城は，成化16年（1480）に知州の蒋彝が民居の四方に門を設けたのに端を発し，

嘉靖 30 年（1551）に土城が築かれた
（24）

。このように州城一帯を中心とする地域では，広大な平野が

広がり，人口も集中していた。そこで，官はこの平野部を耕地に変えるべく，水車や貯水池を利用

し灌漑を図るのである。
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　万暦 5 年（1577）に知州として石屏に赴任した曽所能は，こうした州城の周囲に広がる平野部を
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であった。州の治所は城壁から一歩外に出れば，肥沃な土地が一面に広がっているものの，水源が

存在しない。治所の東に異龍湖があるが，それもまた最も土地の低い場所にある。」と記しており
（25）

，

問題点として城外には豊かな土地が広がっているものの，水源がないため天水に頼らざるを得ず，

安定した水の供給は難しかったことが知られる。そこで，注目したのが異龍湖であった。続いて碑

文には工事の様子について以下のような説明がある
（26）

。

私は昔の道に沿って湖に行ったところ，人力で水を上流に引くことが可能であるようであった。

そこで土を浚うように命令を下した。…わずかでも土を浚えば，それだけ水を得ることが出来，

水が行き渡れば，種を播くことができる。民は一様にみな喜んで赴き，数千人もの人が力を惜

しまず朝早くからもくもくと作業に従事したため，1 ヵ月後，工事の完成は 23 ヵ所を数えた。

また職人を招いて水車を作らせ，水を汲んだので，人々はまるで雨のように水を得ることが出

来，日照りで心配することはなくなった。さらに有力者には囲田（湖の一部を堤防で囲み，そ

の中を田地にしたもの）を耕させ，権勢家がそれらを押えてしまわないよう戒め，そこから収

穫物の 10 分の 1 を税金として徴収し，社に納入し救済用に準備させた。この穀物は三百石余

りにも上った。社倉（飢饉に備えて食糧を貯えた倉）はこれによって運営され，社学もまたし

かりであった。
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図5　州城周辺図
典拠：『中国大陸五万分の一地図集成』科学書院，1986-2002年。
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　つまり，水路を掘削し，水車を利用して土地の低い異龍湖から水を引き，州城周辺の水田の灌漑

に資したのである。そして，これに加えて有力者には湖岸沿いの囲田を耕させ，そこから税金を徴

収し，社
（27）

に納入し社倉や社学の運営資金に充てたのである。

　また，曽所能は，州城の西方の九天観塘の貯水池工事を行い，平野部の西側の耕地開発にも着手

した。「九天観水塘記」には，「ある日，父老が私にこう告げた，州城の西方 3 里に九天観があり，

俗に海と呼んでいる。土地が窪んでおり，山谷の水が四方から流れ込む…私は遂に皆の力でこれを

改修すると決め，古い堤防を百歩上にずらし，丘陵の狭まっている所を塞ぎ，中央に開閉可能な水

門を設置し，石碑を立てたのである。さらに水利官 1 名と壩夫 2 名を選び，これを管理させた。工

事は万暦 6 年（1578）8 月に完成した。」とあり
（28）

，曽所能は地形をうまく生かして水門を設けたこ

とがわかる。そして，この水門は，同碑文に「けだし滇南では冬はほとんど雨が降らない。もし秋

に水門を閉めておかなければ，冬は必ず水が枯れてしまい，春の耕作用の水は供給できない。冬に

水がなくなれば，春の耕作は不可能になるのである。それゆえ秋に雨が降れば，厳命して水門を閉

じさせなければならない。邪魔する者には罰を与え，時機を失ってはいけないのである。」とある

ように秋には閉じて水を溜め，春に開いて耕作に供したのである
（29）

。

　同様にこの附近では，明から清初にかけて丘陵を利用する貯水施設が，数ヵ所設置され，平野部

の田畑に水を供給した。以下がこれをまとめた表である。
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表1　州城西方の水利施設一覧

年代 事項 典拠

螞蝗塘
州城の西方 3 里に位置し，幅は２里。堤防
を築き，秋から冬にかけて水を溜め，春か
ら夏は水を流し，屯田に供する。

康煕『石屏州志』巻 2
雍正『臨安府志』巻 5，山川 
乾隆『雲南通志』巻 13
乾隆『石屏州志』巻 1，堤閘
嘉慶『臨安府志』巻 5，山川
道光『雲南通志稿』巻 53
光緒『雲南通志』巻 53

酸水塘
　　

州城西方の符家営に位置する。幅は３里で，
軍民の水利に利用される。

康煕『石屏州志』巻 2
雍正『臨安府志』巻 5，山川
乾隆『雲南通志』巻 13
乾隆『石屏州志』巻 1，堤閘
嘉慶『臨安府志』巻 5，山川
道光『雲南通志稿』巻 53
光緒『雲南通志』巻 53

西堤

州城の西方 1 里の黒龍坡附近の楊柳壩に位
置する。康煕 8 年（1669）に知州の劉維世が，
長さ 80 余丈の堤防を築き，弥勒溝一帯の
水を引いてきて，そこに蓄えた。さらに 3
箇所に水門を設け，陰暦 1 月に開き，8 月
に閉じた。そして，その水は，4 万畝余り
の軍民の田畑に供された。

康煕『石屏州志』巻 2
雍正『臨安府志』巻 5，山川
乾隆『雲南通志』巻 13
乾隆『石屏州志』巻 1，堤閘
嘉慶『臨安府志』巻 5，山川
道光『雲南通志稿』巻 53
光緒『雲南通志』巻 53
光緒『続雲南通志』巻 22

白倉堰
康煕 31 年（1692）に知州の徐印祖によっ
て築かれ，潤倉堤と名づけられた。白倉堰
は，袁家塘・大水池・白倉一帯の灌漑に利
用された。

乾隆『石屏州志』巻 1，堤閘
道光『雲南通志稿』巻 53
光緒『雲南通志』巻 53
光緒『続雲南通志』巻 22
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　図 5 上にも，山に沿ってこれら螞蝗塘，符家営（酸水塘），楊柳壩（西堤），それから白倉などの

地名を確認することができる。

　これら貯水池は，前述した明末天啓年間に顧慶恩が行った水利事業により，宝秀直河の恩恵を受

けることができた。乾隆『石屏州志』巻 1 の白倉堰の項には「また日照りに際しては，宝秀河を浚

渫して流れを良くする。これにより水流が五畝や大松樹から九天観に達し，さらに劉公堤（西堤）

の西南に及び，田畑の灌漑水利に供されるのである。」とあり
（30）

，二つの丘陵の間を貫く宝秀直河の

水がこれら貯水池に流れ込むことにより，この一帯の灌漑に大きく寄与した。そして，これら水利

施設は，宝秀直河と連結することで日照りに対してもその効果を発揮したのである。

　異龍湖西岸地域は，平らかで肥沃な土地が広がっているものの，水資源に恵まれておらず，耕作

は天水に頼らざるを得なかった。その上，秋冬が乾季であったために，春の耕作にも水が不足がち

であったのである。そこで，この問題に対処するために，州城周辺では水車を利用し灌漑を行い，

また，州城の西方では山の丘陵をうまく活用して貯水池灌漑をし，宝秀直河の水も引きつつ，水資

源を確保して，この平野部を豊かな耕地へと変えていったのである。

　

③異龍湖周辺地域

　本章の冒頭で述べたように，石屏の水系は最終的に異龍湖に集まり，その湖出口部である海口か

ら蘆子河を通り，建水へ流れる仕組みとなっている（図 6 参照）。しかし，こうした水系が完全に

確立するのは，異龍湖東岸から臨安に水を引く治水工事を行った明代以降である。この工事は，弘

治 16 年（1503）に参政の陳宣等が中心となって行われた
（31）

。陳宣が記した「臨安新開石屏湖水利記」

には，次のようにある
（32）

。

滇南の南方に位置する臨安において私（陳宣）は副使の包好問とともにこの地を管理しており，

全てに責任を負っている。時に弘治 16 年（1503），春から夏の 5 月半ばにかけて雨が降らず日

照りが続いた…報告によれば，臨安府城（建水県）から西のかた 50 里程に石屏湖があり，俗
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図6　異龍湖東岸地域図
典拠：『中国大陸五万分の一地図集成』科学書院，1986-2002年。
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にこれを敬して「海」と呼んでいる。もし人力で浚渫すれば，水を通すことができる。これは

ただ枯れた土地を潤すだけでなく，水が湖から流れ出ることで，土地が肥沃になる。副使の王

行之は我々 2 人を派遣し，ともに 3 日で湖に到着し，開工式を執り行うことを望んだ…30 日

にして工事は完成し，水が通じて物が潤った。郷は 4 ヵ所，畝は数百万を数え，距離は臨安府

城まで 40 里である。

　臨安府は日照りに際して，石屏に注目し，治水工事を行い異龍湖から水を引いた。これ以降，石

屏の水系は西から東に流れ，異龍湖東岸から建水に出ていくようになる。

　ただし，建水県に水を通すことに成功はしたものの，異龍湖の湖出口部にあたる海口では，両側

から山が迫っているために，河床に堆積物がたまりがちであり，水が滞留した。このせいで，異龍

湖では水面の上昇が引き起こされ，異龍湖の湖岸沿いに広がる田畑，とりわけ湖出口部を中心とす

る一帯は水害を受けやすい状況となっていた。そこで，湖出口部の堆積物を取り除き，水流をよく

するべく，官主導の水利事業が求められることになるのである。

　このように海口地域は，氾濫が頻発しやすい地形となっているが，史料上においてもその被害を

確認することができる。石屏出身の許賀来（康煕 24 年〔1685〕進士）は，「新濬海口碑記」の中で

明末天啓年間の知州顧慶恩の言を引きつつ，「石屏の地勢は東が低くなっているので，水が集まり

湖を形成する。湖の周囲は 110 余里で，山麓の石龍峡が湖の出口である。水が通じれば，湖の周辺

部は肥沃な土地となり，塞がると洪水に苦しむ。旧『石屏州志』によれば知州の顧慶恩は，『すで

に手を尽くしたが，数十年来，土砂の堆積はひどくなる一方で，夏から秋にかけて長雨が続き，洪

水が襲い，豊かに実った穀物は尽く大水に飲み込まれ，人々は苦しんでいる』と言った」と記して

いる
（33）

。このように海口一帯は水資源に恵まれ，肥沃ではあるものの，同時に洪水の被害を受けやす

かった。乾隆 18 年（1753）に石屏州の知州となった管学宣も同様に以下のように述べている
（34）

。

恐れるのは海口が塞がってしまうことである。ここは利だけでなく害もあるので，毎年春の初

めに必ず一度役人の監督の下で大工事を行う。田畑に応じて人夫を選び，古くからの慣例に従

い，必ず深さ 3 尺まで浚渫工事を行い，水害を防ぐのである。雍正 5，6 年から 9 年に至るま

で（1726 － 1731）の工事は前の吏目である葉世芳の功であり，今までで最も賞賛すべきもの

である。それから 20 余年海口は相変わらず塞がっており，民は非常に苦しんでいる。

　つまり，海口は肥沃な土地である反面，雨季になると土砂の堆積により水害が発生するので，毎

年春の初めには官主導で浚渫工事を行わなければならなかったのである。

　続いて個々の水利事業を通して，問題の詳細を明らかにしていく。知州顧慶恩が記した「海口説」

には海口の被害について次のようにある
（35）

。

異龍湖は石屏の巨大な湖である…湖の広さは 50 里で，湖畔にある千頃の田畑はすべてこれに

拠っている。その湖出口部は海東にあり，峡谷は石龍を通り，関底より西荘を経て，臨安府の

屯田もまたこれにより潤うのである…湖畔の山は，この地点から東に転じて西に向かい，湖の

出口に立ちふさがるために，傍らにある王家衝と蘆子溝という 2 本の川が逆流して遡り，両方

とも砂が溜まり塞がってしまう。川を浚渫するもすぐに塞がる…もし定期的に浚渫しなければ，

石屏は沈んでしまう恐れがあり，そうなれば臨安にも僅かな水も行き渡らない。

　すなわち，湖出口部に山が立ちふさがり，水が滞留することにより，附近に流れ込む王家衝と蘆
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（33）
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。
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（35）

。
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子溝の 2 本の河川で逆流が起きるのである。こうした事態に対して 17 世紀末に当地の知州を務め
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について「新濬海口碑記」の中で「災害により田畑の穀物が被害を受けることは，民と自然のバラ

ンス関係にかかっており，石屏の治水は急務であり，最も重要な事項である。」と述べ，以下のよ

うに 4 点にまとめている
（36）

。（1）「乾溝水（沙河）は修冲関より来ており，昔の人はここに堤防を築

いた。もし堤防が壊れれば，土砂や岩石が直接海口に流れ込む。これが災いの一つである。」 （2）「王

家冲（王家衝）の水は必ずその勢いを抑え，分流した上で湖に流し込まなければならない。さもな

ければ川の堤防は，その衝撃を受けてしまう。これもまた災いの一つである。」 （3）「南の岸の干上

がった渓流数ヵ所に杭を打ち込み，さらに石を積んで壁を作り，これを防いで別に流すべきである。

さもなければ雨水が集中すると，土砂が流れ込む。これもまた災いの一つである。」 （4）「更に急流

を田畑に流し込もうとする農村があり，木材を設置して囲堰を作り，横から川を遮る。そのため土

砂や泥が日々堆積していく。これが最も大きな災いである。こうした災いのために，幾ら浚渫工事

を施してもまた塞がってしまい，結局うまくいかないのである。」，つまり，図 2 及び図 7 にも見え

るように，海口から修沖関にかけて王家衝（王家沖）を中心に枯れ川なども合わせると数本の河川

があり，雨季には雨水がこれらの川をつたって土砂とともに一気に流れ込むのである。

　もともと異龍湖の湖出口部は，ここ 1 ヵ所しかなく，地形的にも山が迫り峡谷となっているため，

水流が滞留しやすかった。加えて附近の河川から土砂や岩石が流れ込み，水の流れを妨げることも

あり，雨季には水かさが増し，しばしば洪水が引き起こされたのである。また （4）の囲堰にある

ような人為的な要因がこうした状況をさらに悪化させた。囲堰とは川を堰き止め，横から水を引い

て灌漑に利用する水利施設であり，史料にもあるように土砂の堆積を引き起こす。同様の例は，明

末崇禎 12 年（1639）に知州朱統燧が行った治水工事にも見ることができる
（37）

。
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図7　石屏州図
典拠：嘉慶『臨安府志』巻2　嘉慶4年〔1799〕刊
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異龍湖の周囲は 150 里であり，湖のほとりには数万頃にも及ぶ田畑があるが，田畑が湖面より

高いため，あちこちで表土が湖に流れ込んで塞がってしまう。また地元の人が囲堰を築き，灌

漑に利用しようとするので，湖水がうまく流れない。さらに漁民が杭を打ち真
まこも

菰を積んで梁
やな

を

しかけるので，湖水の流れが一層悪くなる。それゆえ湖水が溜まり水位が高くなり，桑田に流

れ込み，水の被害を受け，困窮した人々は賠償に苦しむのである。100 年余りこうした状況が

続いている。公（朱統燧）は「土砂を取り除かずして，湖口の浚渫は不可能である。それゆ

え，郷民の古い囲堰は命令を下して壊させ，川底を浚い，土砂は残さないようにしなければな

らない。石堤を築かなければ，土砂の問題を解決することはできないのである。そのためには

下に杭を並べ，土で堤防を築き，数百丈にわたり楡や柳を植え，甕城のように堅固にして，さ

らに木材や石を運び，堤防の内外を保護しなければならない。こうすれば湖水が流れて東に集

まり，泥を数百畝の水田に押し流すことができる。」と言った。公は崇禎 12 年（1639）冬から

崇禎 13 年（1640）春にかけて雨や雪にも拘らず現場に赴き，土や石を運び，給料を払い，牛

や酒を振舞い，たくさんの鋤や杵を与えることで，多くの人を集め，河川工事を数ヶ月の内に

完成させた。その結果，長年，湖であった場所が一面の桑田となった。

　つまり，異龍湖の周囲では湖岸に沿って耕地の開発が行われていたので，海口に囲堰を設置する

ことは，水の流れをせき止め，湖面の上昇を促し，これらの田畑を水没させる危険性を孕んでいた

のである
（38）

。

　そもそも異龍湖のほとりに広がる田畑には，州城の水利事業の際に「有力者には囲田を耕させ」

と言及しているように
（39）

，湖岸沿いに堤防を設けて田地とした囲田も広く含まれていたと考えられ，

湖面の上昇はそれらに致命的な打撃を与えた。

　この囲堰の被害に拍車をかけたのが，周辺から流れ込む土砂の増加であった。雍正 5 年（1727）

に知州となった周勲は以下のような事実を指摘している
（40）

。

州城の東隅に異龍湖がある。…湖の出口の川筋に沿って山々は荒れており，ひとたび雨が降れ

ば，土砂や岩石が流れ，いつも川を塞いでしまう。両岸の堤防は長さ約 10 里にも及び，もし

工賃の補助をしなければ，必ず問題が生じるであろう。…かつて浚渫して水通しを改善したが，

土砂が附近から流れ込んでくるので，浚ってもすぐに塞がる。ましてやそこで人が監視してい

るわけではなく，しばしば附近の村人が山に火を入れ，樹木を根っこから掘り起こすために，

土壌がもろくなって浮き出し，雨がこれを洗い流してしまう。さらに好き勝手に牛馬を放つ上

に，皆で魚を捕り，船いっぱいに乗せ直接石橋までやってくるので，堤防は踏み荒らされ砂が

崩れ落ちる。しかし，数年来これを禁止出来ないでいる。日照りになれば湖水が不足し，海田

がわずかに耕作できるだけであり，長雨になれば水が溢れ，人々はどうしようもなくなる。

　流入土砂の増加の背景には，附近の村人による山焼きや樹木を根こそぎ抜いてしまう行為があり，

それが結果的に土壌浸食を引き起こしたのである。加えて堤防上で家畜を放牧したり，漁民が踏み

つけたりし，砂が崩れてしまうことも大きな問題であった。海口地域の洪水の要因を辿っていくと，

こういった人為的な要素が大きく作用していることがわかる。

　異龍湖の湖出口部では，元々地理的条件から水が滞留しやすかった上に，山焼きや囲堰灌漑など

の人為的な要因によってより一層多くの土砂を生み出し，この問題を悪化させた。この結果，異龍
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湖の水位は上昇し，湖岸沿いに分布する囲田などの田畑が水に浸かり，農作物に大きな被害を与え

たのである。

　しかし，土砂の堆積が引き起こす洪水問題に対する抜本的な解決は容易ではなかった。表 2 は，

史料上に見える異龍湖の湖出口部の水利工事についてまとめたものであるが，清朝初めや末期など

の混乱期を除く，政治的に安定した時期を中心に工事が実施されている。

　海口地域における水利事業は，基本的には河川の流路を確保し氾濫を防止することを目的として

いたが，同時に耕地開発の意味合いも兼ねていた。表 2 にも見えるが，張毓端が行った水利工事に

ついて乾隆『石屏州志』巻 1 では，

東湖とは即ち異龍湖である。湖は最も低い所にあり，長雨になれば，人々は洪水に苦しんだ。

康煕 37 年（1698）に知州の張毓瑞は，海口の田畑に溜まった土砂を浚渫し，自らの俸給を使い，

長い間地中に埋もれていた田畑に水を通し，だんだんと畦を作った。

　と記し
（41）

，土砂を取り除き，田畑の復旧を行っていることから，耕地の確保も重要な要素であった

と考えられる。

　このような官主導による大規模な水利事業の実施には，これに備えた労働力の動員やそれを支え

る経済的システムの構築が求められる。最初，こうした大規模な水利事業に関して，労働力として

屯軍から人を動員していたと推測されるが，途中から地元の人間が負担するようになった。天啓年

間に知州を務めた顧慶恩は「海口説」の中で次のように記している
（42）

。

石屏と臨安はともに利があり，七分の軍を率いて助力とすべきである。しかし，私（天啓年間

の知州顧慶恩）が思うに，屯田の軍丁は助役を名目としているが，却って海東では問題を起こ

す。それよりはむしろ石屏人は自分の田畑であるので，湖の畔に住む者を田畑の面積に応じて

一時的に派遣し，浚渫に従事させる。これは自ら利用して営むものであるので，臨安府に報酬

を求めない。

表2　明清代における異龍湖の湖出口部の水利事業年表

年代 事項 典拠
天啓年間 知州顧慶恩が湖出口部に流れ込む河川の工事

を行い，土砂流入を防ぐ。 乾隆『石屏州志』巻 6，「海口説」

崇禎 12 年 
（1639）

知州朱統燧が湖出口部に流れ込む河川の浚渫
工事をする。 乾隆『石屏州志』巻 5，「朱州守生祠碑記」

康煕 37 年 
（1698） 知州張毓瑞が湖出口部の浚渫工事を行う。 乾隆『石屏州志』巻 5，「新濬海口碑記」

康煕 57 年，58 年 
（1718-1719）

吏目の目葉芳が湖出口部の浚渫をして異龍湖
東岸で新田開拓を行う。

乾隆『石屏州志』巻 1，堤閘
乾隆『石屏州志』巻 1，「新置海口田租碑記」

乾隆 23 年 
（1758）

知州管学宣が湖出口部の浚渫をし，さらに廻
龍山に別の水路を開き，川の逆流に備える。

乾隆『石屏州志』巻 1，輿図
乾隆『石屏州志』巻 1，堤閘　

乾隆 38 年 
（1773）

知州蒋振閲が浚渫工事を行った上で，堤防を
修築してその上に柳を植える。

乾隆『続石屏州志』巻 2，「廻瀾亭記」
嘉慶『臨安府志』巻 5，山川

乾隆 55 年 
（1790） 知州台弼は堤防を建設する。 嘉慶『臨安府志』巻 5，山川

乾隆 56 年，57 年 
（1791-1792）

知州漆炳文らが台弼の事業を引き継ぎ堤防を
完成させる。 嘉慶『臨安府志』巻 5，山川

光緒 7 年 
（1881） 署知州顧芸が湖出口部の浚渫工事を行う。 光緒『雲南通志』巻 53

光緒 10 年 
（1884） 署知州王秉鑑が湖出口部の浚渫工事を行う。 光緒『雲南通志』巻 53
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　つまり，屯軍を動員せず，一般の漢族住民に浚渫の責任を負わせようとしたのである。しかし，

この方法は，うまく機能しなかったようで，表 2 に示したようにその後も官主導の水利工事が続け

られた。こうした中で康煕 57 年（1718）に水利工事に着手した吏目（知州の元で庶務を司る役職）

の葉世芳は，浚渫工事を継続的に行っていくシステムの構築を試みた。これについて史料では次の

ように記す
（43）

。

昔，康煕 57，8 年（1718 － 1719）に吏目の葉世芳は紳士とともに上部の許可を得て，毎年農

閑期に 300 人の人手を集めて，20 日間かけて河川を浚渫し，堤防を築いた…こうすることで

湖水がだんだんと退き，広大な土地が耕作可能となった…しかし，日照りや洪水は常無く，改

修や浚渫工事に必ず努めなければならないことを考えれば，もし最初に力を入れても最後に怠

れば，以前の苦労は無駄になってしまう。それゆえ，以後，農閑期に人夫を使って浚渫工事を

行い，水が引いた後にできた田畑から地租を得れば，10 石につき人夫 1 名雇うことができる。

これこそ正に自ら利益を図るための善策である。もし洪水で水が溢れたり，山崩れにより土砂

で埋まったりし，家田畑が水に浸かれば，周辺の村人が協力して改修しなければならない。怠っ

て規律に従わず以前のように振舞う者がいれば，必ず法で罰する。これを石碑に刻み，永く後

世に伝える。

　すなわち，浚渫工事により新たに拓いた田畑を利用し，そこからあがる利益を人件費に当て，毎

年の水利工事に備えようとした。しかし，これ以後も土砂の堆積と官による浚渫工事は，表 2 の如

く止むことなく繰り返された。

　結局，この問題は 20 世紀にまで持ち越されることとなった。1972 年，異龍湖南岸の青魚湾から

水路を掘削し，分水嶺を越え，紅河水系に水を通す工事が行われた。これにより異龍湖の水位が格

段に降下し，以後海口地域での洪水はなくなった
（44）

。

　以上より海口地域の治水工事を通して，次のことが確認できよう。異龍湖周辺では湖岸沿いに囲

田などの田畑が作られ，耕地開発が進められてきた。また湖の湖出口部では，その流れを利用し，

民間によって囲堰灌漑が行われた。しかし，囲堰は構造的に土砂を堆積するため，河川の滞留や湖

面の上昇を引き起こし，湖岸沿いの田畑に大きな被害をもたらしたのである。そこで，官側は，土

砂の浚渫や堤防の修築などの治水工事を通して河川の流路を確保し，これと同時に治水工事用の費

用の捻出も兼ねて，元々水に浸かっていた土地を田畑へと変えていったのである。

　ここで石屏盆地の①宝秀盆地周辺部，②州城一帯を中心とする平野部，③異龍湖周辺地域の水利

事業をまとめると，以下のようになる。つまり，石屏では明代の屯田設置をきっかけに，官の主導

により水利事業が開始され，耕地の開発が目指された。水資源に恵まれた赤瑞湖と異龍湖周辺では，

附近の山々から流入する河川を灌漑用水に使い，また湖岸沿いでは囲田などの技術を適用しながら，

田畑の拡大を進めた。そして，両湖の湖出口部では，雨季の洪水に備えて，治水工事を行い，湖水

の排水に努めつつ，水を管理することで耕地の開発を行ったのである。この一方で，石屏州城を中

心とする周辺一帯の平野部では秋冬の水不足が課題であった。そこで，貯水池設置や水車の利用を

通して灌漑を行い，この一帯を豊かな土地へと変えていった。このように石屏盆地では官が主導し，

様々な水利技術を使用しながら，耕地を拡大していったのである。
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　すなわち，浚渫工事により新たに拓いた田畑を利用し，そこからあがる利益を人件費に当て，毎

年の水利工事に備えようとした。しかし，これ以後も土砂の堆積と官による浚渫工事は，表 2 の如
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　結局，この問題は 20 世紀にまで持ち越されることとなった。1972 年，異龍湖南岸の青魚湾から

水路を掘削し，分水嶺を越え，紅河水系に水を通す工事が行われた。これにより異龍湖の水位が格

段に降下し，以後海口地域での洪水はなくなった
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　以上より海口地域の治水工事を通して，次のことが確認できよう。異龍湖周辺では湖岸沿いに囲
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事業をまとめると，以下のようになる。つまり，石屏では明代の屯田設置をきっかけに，官の主導

により水利事業が開始され，耕地の開発が目指された。水資源に恵まれた赤瑞湖と異龍湖周辺では，

附近の山々から流入する河川を灌漑用水に使い，また湖岸沿いでは囲田などの技術を適用しながら，

田畑の拡大を進めた。そして，両湖の湖出口部では，雨季の洪水に備えて，治水工事を行い，湖水

の排水に努めつつ，水を管理することで耕地の開発を行ったのである。この一方で，石屏州城を中

心とする周辺一帯の平野部では秋冬の水不足が課題であった。そこで，貯水池設置や水車の利用を

通して灌漑を行い，この一帯を豊かな土地へと変えていった。このように石屏盆地では官が主導し，
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82

［明清時期雲南省石屏盆地における漢人移民の耕地開発］……西川和孝

Ⅲ．人口圧力の増大と水利事業への影響

　これまで論じてきたように，明代になり屯田が置かれ，本格的に開始された石屏盆地の耕地開発

は，万暦年間から清朝の康煕年間初めにピークを迎えた。しかし，乾隆年間以降，史料上で新たな

水利事業はほとんど見当たらず，耕地開発の速度はそれ以前と比較して鈍化したと推測される。こ

の背景には，当時の水利技術で開発可能な場所は，ある程度され尽くしてしまったという事情があ

ろう。そもそも石屏盆地は，その面積において大理盆地や昆明盆地に較べて格段に狭く
（45）

，耕作に適

した平野部は限られていた。

　しかし，最も大きな要因は，18 世紀末頃の人口爆発を契機に起こった人口圧力の増大とそれに

伴う環境変化であると考えられる。清代半ば，新大陸から玉蜀黍やじゃがいもなどの作物が伝わっ

た。これら食物は，厳しい環境でも栽培することが可能であり，また栄養価も高かったため，全中

国規模で急激な人口増加を引き起こしたのである。その結果，多くの人々が生活の場を求めて周辺

地域へ移住し，この一部は貴州や雲南などの西南中国に流入した。この頃，雲貴総督であった伯麟

（1804 － 1820）は，移民の流入について「臨安，開化，広南三府は，昔から人が少なく土地も広かっ

たので，四川，貴州，湖北，湖南，広東，広西より有象無象の輩がやってきて土地を掘り起こし耕

した。」と述べており
（46）

，石屏州が所属する臨安府にも多くの漢人経済移民が押し寄せたことが分かる。

　石屏盆地でもこうした影響を免れなかった。先にも挙げたが，嘉慶 4 年（1799）に立てられた「秀

山寺封山育林碑」にも漢人流入による山地開発と見られる記述を確認することができる
（47）

。

元来宝秀の盆地の周囲にある山々は，皆高く険しく，龍
い ず み
潭湧泉も無く，ただ山中から滲みだし

た水を引いて粮田を灌漑してきた。昔は木々が鬱蒼と茂り，山から水が滲み出し，その量も豊

富で，稲作に適していた。今は山肌がむき出しになり，水量も少なく，稲作が困難になった。

このような弊害は，方々で無知な連中が火を放って山林を焼き，次々と木の根を掘り起こして

土地を耕したことに起因する。その結果として，山は崩れて水は枯れ，雨で大水が出ると，土

砂が押し流されて田畑を埋めてしまうようになった。利益は少なく，損害は大きく，ここ数年

来の被害は，特に甚大である。

　この頃，宝秀盆地の周辺の山々で山林を焼き払い，樹木を根こそぎ抜いて土地を耕したために土

壌浸食の被害が深刻化したことが分かる。ここでいう「無知な連中」とは，おそらくこの頃石屏に

移住してきた漢人を指しているのであろう。また，同碑文は，冒頭部に「本年（1799）3 月 5 日，

正街の郷約の李鳳章，前所の郷約の楊済美，外三甲の郷保の鄭源，李正昌，昌明里の郷約の李鳳閣

…等がこの案件を上申した。」とあり
（48）

，正街，前所，外三甲，昌明里の郷約が集まり，この問題を

申し出たことがわかる。郷約とは村々の公務を司る者を指し，正街，前所，外三甲，昌明里はそれ

ぞれ宝秀盆地周辺の地区名であり，この中には合計 80 カ所の村々が含まれている。こうしたこと

から
（49）

，山地開発による田畑への被害が宝秀盆地全域を揺るがす懸案となっていたことが知れよう。

　赤瑞湖について言えば，以前から湖出口部における土砂の堆積が問題となっていたことは前述し

た如くである。道光年間に赤瑞湖について書かれた史料を見ると，「宝秀湖（赤瑞湖）は州城の西

方に位置する。湖水の出口と川沿いの堤防は毎年常に修築と浚渫を行うとある。」とあり
（50）

，赤瑞湖

周辺の山地の乱開発が大量の土砂を生み出し，それが湖出口部にまで悪影響を及ぼしたことが示唆
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されている。また，異龍湖の湖出口部でも表 2 にあるようにほぼ碑文と同時期に当たる乾隆 55 年

から 57 年（1790 － 1792）にかけて 2 人の知州が 3 年に渡り堤防工事を行っており，相変わらず土

砂の問題に悩まされていたのである。

　このように乾隆末期以降，人口圧力の増大に伴い，環境変化が起き，新たな水利事業はおろか，

従来の耕地を維持することすら容易ではなくなった。そして，こうした環境への負荷が，安定した

農業生産を妨げ，次章に見えるような 19 世紀以降の科挙合格者の低迷へと繋がるのである。石屏

出身で清末民国の著名な政治家であった袁嘉穀は，石屏の歴史について次のように述べている
（51）

。

我が石屏は土地が痩せ，民も貧しく，生活は容易ではない。明代の頃は人家もまばらで，生活

していくのも容易であったが，清代になり人口が次第に増加し，周辺地域に生活の糧を求めざ

るを得なくなった。

　石屏盆地の水利事業による耕地開発は，清代半ばには頭打ちとなり，その後は経済移民の流入に

伴う環境の変化も重なり耕地面積の拡大は難しい状況となった。その一方で，開発の進展とともに

増加し始めた人口は，清代になると飽和状態になり，加えて漢人移民の流入によりこの傾向に一層

拍車がかかった。ここで袁嘉穀がいう「我が石屏は土地が痩せ，民も貧しく，生活は容易ではない」

ということも，人口圧の高まりに対して従来の耕地面積では対応できなくなったと言う意味であろ

う。下に見えるグラフ 1 は，耕地面積と人口の関係を表している。これによれば，18 世紀後半か

ら 20 世紀初頭にかけて世帯数が 8217 戸から約 3 倍の 28548 戸まで増加しているのに対し，耕地面

積は 222904 畝から 195049 畝と減少傾向にある
（52）

。無論こうした数字自体の信憑性には疑問があるも

のの，一定の傾向を示していると考えられる。

　明代に軍事移民の入植を契機として始まった石屏盆地の耕地開発は，官が主導的役割を果たす形

で，各種の水利技術を導入し水利事業を進め，耕地面積を広げていった。これに伴い，石屏では人

口の増大が起こり，民が周辺地域へ生活の場を求めて移住する要因の一つとなった。
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るを得なくなった。

　石屏盆地の水利事業による耕地開発は，清代半ばには頭打ちとなり，その後は経済移民の流入に
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増加し始めた人口は，清代になると飽和状態になり，加えて漢人移民の流入によりこの傾向に一層

拍車がかかった。ここで袁嘉穀がいう「我が石屏は土地が痩せ，民も貧しく，生活は容易ではない」
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ら 20 世紀初頭にかけて世帯数が 8217 戸から約 3 倍の 28548 戸まで増加しているのに対し，耕地面
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（52）

。無論こうした数字自体の信憑性には疑問があるも

のの，一定の傾向を示していると考えられる。

　明代に軍事移民の入植を契機として始まった石屏盆地の耕地開発は，官が主導的役割を果たす形
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グラフ1　石屏における世帯数と耕地面積の変遷
典拠：天啓『滇志』，乾隆『石屏州志』，『続雲南通志長編』より作成。
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　では，石屏盆地の耕地開発は，地元社会の形成にどういった影響を与えたのであろうか。次章で

はその指標の一つとして科挙合格者の増加に着目する。

❷……………科挙合格者の増加と要因

Ⅰ．科挙合格者の変遷

　この章では，石屏の科挙合格者数に焦点を当て，耕地開発の波及効果の一端を明らかにする。科

挙とは中国歴代王朝が行ってきた官吏任用試験である。この試験は個人の才能を図り試験を行うが，

合格すれば将来が約束されているので，競争倍率がすさまじく合格するのは容易ではなかった。そ

のため試験を通過するには，膨大な時間が必要となり，不断の努力に加え，それを支える経済的な

基盤が必要とされた。したがって，科挙合格者の増加は，官主導で行われた耕地開発により蓄積さ

れた富が，民間に行き渡ったかを理解する上で一つの指標となりうるのである。

　最初に明清代の科挙試験の制度について簡単に紹介しておく
（53）

。明朝は，成立当初の試行錯誤を経

て洪武 17 年（1384）に至り，本格的に科挙の試験制度を開始した。明代の科挙試験は，それまで

の歴代王朝と異なり，地方官学の制度が整えられ，これが科挙制度に包括された。つまり，科挙の

受験生は，まずそれぞれ出身地の府州県学の生徒である生員となり，そこで初めて地方各省におい

て実施される郷試の受験資格を得ることができた。そして，無事郷試を通過した者が挙人と呼ばれ

たのである。挙人は中央礼部で行われる省試（会試）を受ける資格を有し，さらに省試，それから

皇帝自ら試験を行う殿試を通過して進士となるのである。清代には，不正を防止するために試験の

回数が増えるなど複雑化したが，基本的にはこうした明朝の制度を引き継いだ。

　石屏では，屯田が設置されて以後，とりわけ明代万暦年間から水利事業が盛んとなり，耕地の開

発に努めてきた。そして，こうした動きと平行して明の万暦年間以降，官吏任用試験である科挙の

合格者がこの土地から多数出現した。康煕 10 年（1661）頃に書かれた「重修学宮記」の中で督学

の陳必成は次のように石屏を評している
（54）

。

石屏は臨安の名勝である。学校は元朝に端を発し，明初に再建され，だんだんと拡張され，そ

の後ますます立派になった。今ではその規模は他州と比較しても最も大きく，この三百年来，

科挙に及第する者は 100 人余りにのぼり，西南の文物はこの地で最も栄えているのである。

　つまり，石屏では学校施設が整い，学問が盛んに行われ，明初以来多数の科挙合格者を出してい

たことがうかがえる。これは統計上からも裏付けることができる。表 3 は，明朝の洪武年間から明

末の天啓年間までの雲南の挙人と進士の人数を各府別に分類したものである。無論これは，明代の

雲南の挙人と進士をすべて網羅したものとはいえないが，府別の比較としては十分その指標となる

と言えよう。

　表 3 より石屏州を管轄下におく臨安府の進士及び挙人の人数は，ともに雲南府に次ぎ，ほぼ大理

府と同様の水準にあったことが読み取れる。ただし年代別という点に注目して両者を比較すれば，

大理府が明朝期を通じて満遍なく科挙合格者を出しているのに対して，臨安府では明朝後期の嘉靖

年間以降，増加傾向を示す。そして，こうした傾向は，清代になっても受け継がれることとなる。
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　続いて，以下に見える表 4 は，清代における雲南の各府別に挙人と進士をまとめた一覧表であ

る
（55）

。

　明朝と清朝の間では行政区画に変化が生じるために単純な比較は出来ないが，臨安府に関して言

えば，科挙合格者は，明朝後期から引き続き増加傾向にあるといえよう。とりわけ康煕から乾隆年

間においてその勢いを加速させ，臨安府の挙人と進士の数は，雲南府を上回り，省全体の 3 分の 1

を占めるに至った。

　次に臨安府内の動向を見てみる。表 5 及び表 6 は明代と清代のそれぞれ府州県別の科挙合格者の

時代ごとに変遷をまとめた表である。
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表3　明代雲南各府別挙人進士一覧表

地名 分類 洪武 永楽 宣徳 正統 景泰 天順 成化 弘治 正德 嘉靖 隆慶 万暦 天啓 合計

雲南府
進士 4 1 1 1 10 4 5 16 14 3 59
挙人 4 57 16 16 27 16 78 57 55 166 16 169 20 697

大理府
進士 3 1 2 5 5 8 11 5 7 47
挙人 54 5 9 22 10 56 41 33 119 18 96 12 475

臨安府
進士 1 1 1 2 3 3 4 8 4 17 3 47
挙人 35 7 9 13 8 25 26 25 107 18 177 29 479

永昌府
進士 3 2 6 2 7 2 22
挙人 4 1 16 23 24 78 12 74 12 244

楚雄府
進士 1 1 1 3
挙人 17 7 4 1 6 5 3 11 1 28 5 88

曲靖府
進士 2 2 4 1 4 2 1 16
挙人 4 1 4 3 4 10 10 5 19 3 19 4 86

澂江府
進士 1 1 2 3 7
挙人 15 4 8 6 6 5 2 16 3 21 5 91

蒙化府
進士 2 1 2 1 6
挙人 3 1 2 4 7 7 24 3 20 71

鶴慶府
進士 1 1 2 1 14 3 22
挙人 6 3 10 4 24 4 77 7 135

姚安府
進士 1 1 1 1 4
挙人 11 2 5 1 3 1 3 1 27

広西府
進士
挙人 1 2 2 5

尋甸府
進士
挙人 4 4

武定府
進士
挙人 6 6

景東府
進士
挙人 2 1 1 5 9

元江府
進士
挙人 4 1 1 1 10 17

広南府
進士
挙人

順寧府
進士
挙人 4 1 5

北勝府
進士 1 1
挙人 1 2 2 2 4 3 1 15

合計
進士 4 4 2 4 3 7 28 15 21 53 13 67 13 234
挙人 4 206 41 49 81 41 213 186 163 573 80 718 99 2454

典拠：林涓2000「明代雲南文化教育発展的地域差異－兼論各類学校与人才数量的相関係」
『思想戦線』（第3期，第26巻，pp.126-131）の表2を参考に作成。ただし表中の数字に関
しては原典史料である天啓『滇志』巻8学教志に拠り，適宜訂正を加えた。
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表4　清代雲南各府別進士挙人一覧表

場所 区別 順治 康煕 雍正 乾隆 嘉慶 道光 咸豊 同治 光緒 合計

雲南府
進士 13 13 26 36 45 17 22 46 218
挙人 15 187 70 300 188 261 60 98 278 1457

大理府
進士 2 9 24 16 17 8 8 16 100
挙人 4 70 40 202 76 98 17 17 92 616

臨安府
進士 17 18 42 25 13 3 2 23 143
挙人 10 280 131 441 125 119 15 37 170 1328

楚雄府
進士 3 3 5 9 6 1 4 3 34
挙人 12 41 27 67 28 44 12 12 27 270

澂江府
進士 9 1 12 9 7 3 41
挙人 6 65 37 125 45 33 4 11 29 355

広南府
進士 2 1 3
挙人 2 5 1 13 2 5 5 33

順寧府
進士 1 1
挙人 3 9 3 5 4 2 26

曲靖府
進士 1 4 4 7 2 1 2 21
挙人 3 28 6 84 20 40 7 39 49 276

麗江府
進士 2 6 5 2 1 6 22
挙人 2 28 6 51 34 42 10 12 47 232

普洱府
進士 1 1
挙人 1 9 9 1 4 24

永昌府
進士 1 4 3 1 1 6 16
挙人 1 14 7 28 12 34 8 6 35 145

開化府
進士 1 1 1 3
挙人 10 9 5 3 6 1 3 7 44

東川府
進士 1 4 5
挙人 2 3 10 18 39 72

昭通府
進士 3 3 5 11
挙人 8 7 21 9 14 51 110

景東 
直隷庁

進士 4 4
挙人 15 10 30 7 1 3 66

永北 
直隷庁

進士 3 2 5
挙人 1 9 7 1 4 22

蒙化 
直隷庁

進士 1 5 3 3 1 3 16
挙人 1 16 12 54 12 16 6 2 14 133

広西 
直隷州

進士 1 1 2 1 1 3 9
挙人 16 5 47 9 26 3 8 22 136

武定 
直隷州

進士
挙人 7 4 7 1 2 1 1 23

元江 
直隷州

進士 1 1 1 3
挙人 10 8 17 5 4 3 1 9 57

鎮沅 
直隷州

進士 1 1
挙人 2 2 2 1 7

黒鹽井直
隷提挙司

進士
挙人 1 1 1 5 8

琅鹽井直
隷提挙司

進士
挙人 5 3 3 2 1 1 15

白鹽井直
隷提挙司

進士 1 2 3
挙人 17 5 8 3 4 6 43

出身地 
不明

進士
挙人 1 3 2 6

合計
進士 46 48 130 116 119 35 42 124 660
挙人 54 777 364 1505 610 828 175 291 900 5504

典拠：道光『雲南通志』巻137-142，選挙志。光緒『続雲南通志』巻101選挙志。
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　表 5 に見えるように明代においては府の治所が置かれた臨安府がその多くを占めていたが，嘉靖

年間以降，石屏州もその割合を増加しつつある。続いて清朝期に入ると，表 6 に示される如く多く

の進士挙人を輩出するようになる。とりわけ康煕雍正年間の合格者の増加はすさまじく，省内進士

の約 5 分の 1 が石屏州出身者によって占められた。乾隆末期以降，経済移民の流入に伴う環境変化

と農業生産への悪影響のために科挙受験への安定的投資が妨げられ，その勢いはやや衰えるものの，
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表5　明代臨安府州県別挙人進士一覧表

地名 分類 洪武 永楽 宣徳 正統 景泰 天順 成化 弘治 正德 嘉靖 隆慶 万暦 天啓 合計

臨安府 進士 1 1 2 2 1 2 6 3 8 26
挙人 7 2 2 5 2 12 12 15 58 12 88 8 223

建水州 進士 2 1 2 5
挙人 1 6 7

石屏州 進士 1 3 4
挙人 11 1 3 2 1 3 3 18 1 35 5 83

阿迷州 進士 1 1 1 3
挙人 1 1 1 1 1 1 7 1 3 1 18

寧州 進士 1 1 1 4 7
挙人 6 1 0 0 5 2 2 1 9 2 28

通海県 進士 1 1
挙人 4 1 1 3 2 5 4 12 2 12 2 48

河西県 進士
挙人 4 1 4 1 1 2 6 9 3 31

峨県 進士
挙人 0 1 0 0 2 3 3 6 15

蒙自県 進士 1 1
挙人 2 1 0 0 2 1 2 2 14 2 26

合計 進士 1 1 1 2 3 3 4 8 4 17 3 47
挙人 35 7 9 13 8 25 26 25 107 18 177 29 479

典拠：天啓『滇志』巻9学教志。

表6　清代臨安府州県別進士挙人一覧表

場所 区別 順治 康煕 雍正 乾隆 嘉慶 道光 咸豊 同治 光緒 合計

臨安府 進士
挙人 1 33 14 50 16 12 2 4 16 148

建水州 進士 5 3 14 4 2 1 5 34
挙人 1 50 24 99 30 13 3 3 35 258

石屏州 進士 9 10 9 7 5 1 6 47
挙人 89 32 92 24 26 6 1 36 306

阿迷州 進士 1 1 2
挙人 4 4 20 9 1 1 3 42

寧州 進士 6 1 2 9
挙人 13 8 35 8 7 3 7 81

通海県 進士 3 1 2 3 2 2 4 17
挙人 3 41 12 46 7 23 1 7 30 170

河西県 進士 1 1 1 3
挙人 22 12 37 11 7 4 7 100

峨県 進士 1 4 2 3 10
挙人 4 12 7 13 2 7 2 8 55

蒙自県 進士 2 5 7 3 1 3 21
挙人 1 16 18 49 18 23 3 12 28 168

合計 進士 17 18 42 25 13 3 2 23 143
挙人 10 280 131 441 125 119 15 37 170 1328

典拠：道光『雲南通志』巻137-142，選挙志。光緒『続雲南通志』巻101，選挙志。
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一定の数字を維持し，清代を通じた州県別でも建水県を凌駕して臨安府内で最も多くの合格者を出
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（56）
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　明朝は各府州県に学校を建設し，科挙の予備試験に利用されたことはすでに述べたが，こうした

流れを受け，石屏においても洪武 22 年（1389）に学校が設置された
（57）
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（58）

。
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。
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。
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（62）

。つまり，石屏では
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私塾が非常に盛んで，教師も優秀であった。それゆえ周辺の普洱府から阿迷府にわたる広い地域で

は，その名声を慕い，こぞって石屏出身の教師を招聘したのである。こうした私塾は史料上におい

ても確認できる。例えば，乾隆『石屏州志』巻 2 には，次のようにある
（63）

。

古栢山房は西湖（赤瑞湖）の東南の土地廟の側にあり，ここは張一甲が勉学に励んだ場所であ

る。

　張一甲は字を退叔と言い，明末の崇禎 13 年（1640）に進士となった人物である
（64）

。この他に規模

の大きなものとして星聚館がある
（65）

。

星聚館は州城の南に位置する。孫穎がここに徒弟を受け入れること 30 余年にして，生徒は

200人余りに上る。門には翰墨とあり，翰林院の許賀来や張漢はともにここの出である。呂従姫，

譚璜，孫士鶴はみな解元（郷試の主席合格者）であり，孫守之，許龍驤，許泰来，馮昆瑛，孫

はともに挙人である…このほかにも博士や弟子が 40 人余りおり，時に門墻の盛と称える。

　許賀来は康煕 24 年（1685）に，張漢は康煕 52 年（1713）にそれぞれ進士に及第し，幹林院庶吉

士を授かった
（66）

。このように私塾は明代からすでに存在し，科挙合格者の輩出に大きく寄与した。そ

して，こうした実績が石屏の私塾の名声を高め，さらに多くの人材を生み出したのである。

　すなわち，石屏では明代から官学や書院などの学校の建設が行われ，官主導の下で科挙合格者の

養成がなされた。そうして時間の経過とともに民間にも私塾などの教育施設が普及し，より多くの

学生が育ち，教師として滇南を中心に各地に散らばって行ったのである。

　石屏には，明清代に官学，書院，社学，義学，私塾などの様々な種類の教育施設が存在したが，

その多くは石屏盆地に集中していた。明代の社学は，州城西方，宝秀，五畝，張大寨（赤瑞湖の東岸）

にそれぞれ建設された
（67）

。また，清代においても 6 ヵ所に義学が設置されたが，その内の 3 ヵ所が州

城内，宝秀，海東（異龍湖東岸）の石屏盆地にある。学校経営には，安定した費用の捻出が必要と

されるが，石屏盆地では水利事業により多くの耕地が開拓され，これら学校を運営していくための

経済的条件が整っていたと言えよう。事実，五畝や州城西方は，前述したように宝秀直河の水利工

事に伴い灌漑がなされた場所であり，その成果の一部を社学のために使用したとある
（68）

。また，貯水

池を造り，灌漑を行った州城西方の螞蝗においても「臨安，元江，建水の三庠幇貢田は螞蝗湾にあ

る。康煕 30 年（1691）に知府朱翰春が詳しく調べたところ，石屏州の府学の学生陳世治，石屏出

身の元江府学の学生楊維震，建水州学の学生康允晋の 3 人が中心となり連名で願い出たので，それ

を受け入れ，これを三庠貢田とした。そして，ついでに石屏の左官にある屯田の税糧を加え，白新

と名づけた。」とあり
（69）

，学校経営に寄与した耕地の存在が確認される。これに加えて，州政府側の

科挙にかかわる費用に関してもこうした水田が一役を担った。例えば，『石屏州志』巻 2 によると，

宝秀には「科挙田」と呼ばれる田が存在し，そこから徴収される税金で試験問題の費用や科挙の費

用を賄ったとある
（70）

。

　このように水利事業の発展が陰に陽にこれら教育機関の経済的な支えとなり，多くの科挙合格者

や教師を育てたのである。

　明代に官主導で始まった知識人の養成は，耕地開発によって得た経済力を背景に着実に民間へと

浸透し，私塾が建てられ多数の学生を輩出した。そして，こうした学生は，その能力を買われ，教

師として周辺地域へと移り住むこととなった。
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結論

　従来，雲南の移民史では，明初の屯田の設置や清朝半ばの人口爆発に伴う，外省からの漢人移民

に焦点を当てるあまり，雲南内部から生じた移民活動にあまり注目してこなかった。しかし，石屏

の事例を通して判明したように，官主導による開発の恩恵が長い時間をかけて民間に浸透すること

で地元社会内部からも移住への動機を作り出していったのである。ここで本稿により明らかになっ

た点を整理すると，以下の 4 点にまとめることができる。

① 石屏盆地では明代に屯田が設置され，耕地の開発が始まった。この際に官側は，（1）貯水池灌漑

（2）水車利用による灌漑（3）囲田といった水利技術を活用し，治水工事と合わせて，耕地面積

を拡大していった。

② 官主導の耕地開発は，民間において人口増加を引き起こし，移住へのきっかけを作った。

③ 官は人材の育成を目指し，耕地開発により培った経済力を背景として各種学校の充実を図った。

④ 官主導の教育の普及と耕地開発の恩恵が民にも及んだことで，民間でも私塾が出現し，優秀な人

材を多数輩出した。彼らは科挙に合格し，官吏として全国に散っていっただけでなく，教師とし

ても周辺地域から招聘を受けた。

　ここで石屏の耕地開発の事例から，移住への一つのパターンが見えてくる。つまり，官主導の耕

地開発が，その恩恵を民間に浸透させることで，人口が増大し，民が移住する社会的環境が形成さ

れる。さらに耕地開発によって得た経済力を背景として，人材を育成し，彼らがその能力を生かし

て周辺地域に移住することで，地縁を中心とするネットワークが築かれ，これが移民活動を支える

というパターンである。

　ただし，石屏の移民史を考える上で交通や商業生産地へのアクセスの立地条件も重要な要素であ

ることは指摘しておかなければならない。本文中でも触れたが，石屏は，北は雲南府，東は建水県，

そして南と西では土司地区や普洱府といった東南アジアへと続く広大なフロンティアに隣接してい

ることもあり，移住先を求める際には好条件が揃っていたと言えよう。それゆえ，耕地の不足が移

住を促す圧力として作用していたとは考えられるが，人口と耕地の関係における飽和状態が，移住

に直結するわけではないことには注意する必要がある。ただいずれにせよ，石屏盆地において，官

の水利事業による耕地面積の拡大が，人口増大を可能にし，民が移住する社会的環境を作り上げ，

一見自発的に見える石屏からの移民の流出も官側の水利事業がその要素の一つとなっていたことは

間違いないであろう。

（ 1 ）――李中正 1984「明清時期中国西南的経済発展和

人口増長」『清史論叢』第 5 輯，pp.50–102。

　曹樹基 2001『中国人口史』第 5 巻，清時期，復旦大

学出版社，pp.214–243。

（ 2 ）――明朝の屯田は，兵制として採用した衛所制と密

接に結びついていた。明代において戸籍は軍と民に分け

られ，民戸は戸部に，軍戸は兵部にそれぞれ属し，民戸

は州県の，軍戸は衛所の管轄下におかれた。衛所は，そ

の最小単位を百戸所（112 人）とし，その長を百戸とよび，

この百戸所が十集めたものが千戸所（1120 人）であり，

註
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その長を千戸とした。一衛とは，この千戸所が五つ合わ

さった五千戸所（5600 人）で構成された集団のことを

指し，その長官である指揮使によって統括された。そし

て，軍戸は全員屯田を支給され，基本的に自給自足をそ

の宗としたのである。明代の屯田の制度，組織，歴史的

経緯については王毓銓 1965『明代的軍屯』中華書局に

詳しい。また，松丸道雄・池田温・斯波義信・神田信夫・

濱下武志編 1999『世界歴史大系　中国史 4 －明～清－』

山川出版社，pp.19–20 では屯田の組織について簡潔に

説明がなされている。

（ 3 ）――明軍の雲南平定戦と屯田設置の経緯については

奥山憲夫 2003『明代軍政史研究』汲古書院 pp.199–240

を参照されたい。

（ 4 ）――屯田の軍丁を中心とする明代の漢人移民の流入

に関しては江応梁「明代外地移民進入雲南考」（田方・

陳一筠 1986 主編『中国移民史略』知識出版社）pp.57–

109 を参照されたい。

（ 5 ）――方国瑜「明代在雲南的軍屯制度與漢族移民」（趙

虎編 2003『方国瑜全集』第三輯，雲南育出版社）pp.145

–332。

（ 6 ）――于希賢 1981『滇池地区歴史地理』雲南人民出

版社。

（ 7 ）――辛法春 1985『明沐氏與中国雲南之開発』文史

哲出版社。

（ 8 ）――楊偉兵 2008『雲貴高原的土地利用與生態変遷

（1659 ～ 1912）』（『500 年来環境変遷與社会応対叢書』

雛逸麟主編）上海人民出版社。

（ 9 ）――楊煜達 2004「清代中期（公元 1726 － 1855 年）

滇東北的銅業開発與環境変遷」『中国史研究』第 3 期，

総第 103 期，pp.157–174。

（10）――野本敬・西川和孝 2008「漢族移民の活動と生

態環境の改変－雲南から東南アジアへ－」（『論集モン

スーンアジアの生態史－地域と地球をつなぐ－第 2 巻地

域の生態史』pp.15–34）。

（11）――石屏県志編纂委員会 1990『石屏県志』，雲南人

民出版社，pp.52–55。

　雲南省地方志編纂委員会 1998『雲南省志』，巻１，地

理志，雲南人民出版社，pp.231–236。

（12）――乾隆『石屏州志』巻 2，沿革。「（洪武）十六年，

傅友徳、藍玉班師，留沐英鎭雲南。英念地遠兵多，軍餉

難継，即奏請屯田，従之。遣宣寧侯金朝勳，指揮僉事万

徳，経理臨安屯田，置石屏屯十六伍、宝秀屯十八伍，分

田給従征将卒，以為世業。」

（13）――「蘭梓営清理納糧分水碑」は，乾隆 41 年（1776）

に立てられた。また本碑文の全文及び詳細については，

唐立編 2008『中国雲南少数民族生態関連碑文集』（総合

地球環境学研究所研究プロジェクト 4 － 2「アジア・熱

帯モンスーン地域における地域生態史の総合的研究」中

国歴史班編，pp.86–89）を参照されたい。

（14）――盆地部の気候と水系については石屏県志編纂委

員会前掲『石屏県志』pp.56–61，pp.64–66 を参照されたい。

（15）――乾隆『石屏州志』巻 1，輿図。原文は以下の通り。

「各山澗田水倶東趨於宝秀草海，海環囲二十餘里，由草

海口延綿二十餘里，歴大松樹泉、九天観大塘至三台閣、

旧壩、新壩，還流州城南，北達番卜竜、化龍橋，又旁納

沿山四面渓澗諸水，匯為巨津，名異龍湖。寛広週六十餘里，

湖尾両山如門，水従出焉。号曰海口，即湖口也。由湖口

至鎖龍湾，達建水之瀘江水，倶由西而東而東北，総帰盤

江，計湖上下両旁灌田三百餘頃。湖口迤南有水，自王家

冲廻流至白家寨，入湖。湖口迤北有沙河自修衝関，廻龍

山，廻流至王家地，会於湖口。此宝秀及異龍湖之大概也。」

（16）――「秀山寺封山育林碑」。原文は以下の通り。「原

宝秀一壩，周囲皆崇山峻嶺，原無龍潭湧泉，只是山中浸

水，引取灌漑粮田。」 本碑文の全文及び詳細については

唐立編前掲『中国雲南少数民族生態関連碑文集』（pp.90

–93）に掲載。

（17）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「赤瑞湖記」。原文

は以下の通り。「湖腹充而口隘，如倒壷而流，一衣帯水

直走十餘里，入九天観鑑湖，又分両帯抱城，南北入東湖

…湖中有石版，俗号雲梯，有龍孔泉沸発，伏湖中莫見，

水冽可鑑毛髪。雖雨漲淖流赴入，不能濁。」

（18）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「宝秀水利碑記」。

原文は以下の通り。「宝秀去城西舎許…惟是四山嵂嶪，

苦無原泉灌注田畝，山雨暴漲，歳久為民患二焉。」

（19）――同上。原文は以下の通り。「其一中、左二所屯

田逼草海，雨集輙為巨浸，山下旧河一溝勢難容洩。又数

十年無議開者，濬之難不勝其壅之易也。」

（20）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「宝秀新河碑記」。

原文は以下の通り。「宝秀之草海…乃三面阻山，山水時発，

旧有河沿山足下，屈曲沙衝，隨濬隨塞，上積而益深，下

激而愈壅…先長老禦史白塘許公目撃而嘆曰，嗟呼，草海

拠上流，無山石為梗，若於田間開一直河以洩水，則沙不

能衝，為利最溥…此語伝三十年，而判府顧公適至…復議

水利，蓋機之会者。」

（21）――同上。原文は以下の通り。「屯長列沮洳人戸、

若干田，下令河工，多寡称是，人人裹粮，競躍挙鍤為雲，

決渠為雨。然水勢建瓴而下，漫漶可虞也。酌為三停，混

混而出，洋洋而去，初及五畝一帯，浸灌菑畭，次及九天
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その長を千戸とした。一衛とは，この千戸所が五つ合わ
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旧壩、新壩，還流州城南，北達番卜竜、化龍橋，又旁納

沿山四面渓澗諸水，匯為巨津，名異龍湖。寛広週六十餘里，
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激而愈壅…先長老禦史白塘許公目撃而嘆曰，嗟呼，草海

拠上流，無山石為梗，若於田間開一直河以洩水，則沙不

能衝，為利最溥…此語伝三十年，而判府顧公適至…復議

水利，蓋機之会者。」

（21）――同上。原文は以下の通り。「屯長列沮洳人戸、

若干田，下令河工，多寡称是，人人裹粮，競躍挙鍤為雲，
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観之陂池，呑納沈蓄，又次及州治之附郭田，南北交流，

東西互注…審溝塍之遺跡，正疆界之定分，乗時率作，獲

田以数千頃計。」

（22）――同上。原文は以下の通り。「旧河存之，用遏流砂。

直河設水利官，領疏瀹之寄…宝秀直河，当霪雨連綿，客

水暴集，即開濬。後勢不能保無填閼，責成水利官，上閼

則導之使下，下閼則通之使流，水利中善後第一義，公蚤

籌之矣。」

（23）――乾隆『雲南通志』巻 13，水利。原文は以下の通り。

「宝秀湖在城西三十里，源出湖心，夏秋雨漲，匯為巨津，

東入異龍湖，資灌甚広。」

（24）――乾隆『石屏州志』巻 2，城地。訳文と原文は以

下の通り。「州には昔，城地がなかった。成化 16 年（1480）

に知州蒋彝が民居の四方に門を設け，東は迎恩，西は通

貢，南は拱辰，北は鐘秀とそれぞれ名づけた。嘉靖 3 0

年（1551）に元江で反乱があったため，周囲 4 里 3 分の

土城を築き，そこに東西 2 つの櫓を建てた。」（州旧無城

地，成化十六年知州蒋彝因民居為四門，名東迎恩、西通

貢、南拱辰、北鐘秀。嘉靖三十年元江兵変，築土城周囲

四里三分，就地建東西両城楼。）

（25）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「九天観水塘記」。

原文は以下の通り。「万暦丁丑冬十月，予承乏来守石屏，

時年饉久不雨，越春徂夏不雨…越旬雨如霧，又五日雨霑

足，而田畝之涸如故。蓋州治自城垣外可数歩，即沃壌平

衍，而無水源，独治東有異龍湖，又其最下。」

（26）――同上。原文は以下の通り。「予循故道抵湖源，

似可通人力引水上流，遂下令浚治之…已而浚尺土，得尺

水，水所至咸得播種。民翕然楽趨，不自愛力，日出而服

労者幾千百人無倦。匝月而河工告成者計二十有三，復召

車工，作車汲水，民得水如得雨，可無旱憂。又令有力者

耕湖田，戒豪家兼併，賦十一入社備賑，計得穀三百餘，

社倉已行，而社学亦因以立矣。」

（27）――社とは元々民間で随意に設けられた集合の単位

であったが，時代が下るにつれて統治機構の一部に組み

込まれるようになった。とりわけ元代以降は為政者がこ

れを利用し，社長が選出されるなど制度として整えられ

た。

（28）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「九天観水塘記」。

原文は以下の通り。「一日父老告予，以州西去可三里，

有九天観，俗名以海，地勢平 ，深山長谷之水四面匯入

…（予）遂欲民力浚治之，移旧堤於百歩之上，就其岡陵

之隘而阨塞之，中為石閘，以通啓閉，立碑一所，僉水利

官一員、壩夫二名，掌之，工成，蓋戊寅八月也。」

（29）――同上。原文は以下の通り。「蓋滇南冬多不雨，

秋雨不閉閘，則冬水必涸，春耕無頼，是無冬水，即無春

耕也。必乗秋雨之後，即厳閉閘之令，而阻撓者罰之，毋

使失時。」

（30）――乾隆『石屏州志』巻 1，堰塘。原文は以下の通

り。「又因時亢旱，濬開宝秀河，由五畝、大松樹達九天観，

及劉公堤西南，田畝咸資水利。」

（31）――乾隆『石屏州志』巻 2，沿革。訳文と原文は以

下の通り。「弘治 16 年（1503）に参政陳宣，副使包好問，

知府王資良，指揮龐松は軍丁を使役し，異龍湖の水を決

し，臨安の田を灌漑した。」（弘治十六年参政陳宣、副使

包好問、知府王資良、指揮龐松役軍丁，決異龍湖水，灌

臨安田。）

（32）――正德『雲南通志』巻 33，「臨安新開石屏湖水利

記」。本文中で一部欠けて見えない箇所については，乾

隆『石屏州志』巻 5，記，「石屏州水利記」を参照して

適宜補う。原文は以下の通り。「滇南之南属郡臨安，予

與憲副包公好問，是守巡其地，皆有責焉。時弘治癸亥自

春徂夏五月望，尚旱不雨……間有言，公城之西不五十里，

有石屏湖，俗重之曰海。若假人力開濬，水可下行，豈惟

潤及枯槁，湖落地出，尽膏腴也。憲副王公行之遺我二人，

望三日偕至與湖，作謀始式…三旬而成。水通物潤，且以

郷計者四，以畝計者数百万，以程計者抵城下四十里。」

（33）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「新濬海口碑記」。

原文は以下の通り。「屏郡地勢東下，匯而為湖，環匝

百十餘里，海門山麓石龍峡其尾閭也。洩則沿湖沃壌，塞

則苦澇焉。旧志州守顧公言之已悉，数十年来，壅滞愈甚，

値夏秋之交，霪雨不息，狂流暴発，黄茂尽委巨浸，民益

苦之。」

（34）――乾隆『石屏州志』巻 1，輿図。原文は以下の通

り。「惟海口虞壅滞，有利亦有害，毎年春初必官為督率

大修一次，按田撥夫，旧有成例，修深必三尺，乃差免水

患。雍正五六年至九年，前吏目葉世芳之功，至今称最。

嗣二十餘年壅塞不治，民甚苦之。」

（35）――乾隆『石屏州志』巻 6，伝，「海口説」。原文は

以下の通り。「異龍湖為屏陽巨浸…湖広五十里，瀕湖千

頃，悉頼以灌。其尾閭乃在海東，峡過石龍，由関底経西

荘，臨郡屯田亦藉以潤…沿海山勢由此転東而西，捍衛水

口，旁有王家冲、蘆子溝二水逆流而上，両沙壅淤，隨開

随塞…若開不以時，屏有沈没之虞，而臨無涓滴之潤。」

（36）――乾隆『石屏州志』巻 6，記，「新濬海口碑記」。

原文は以下の通り。「（康煕）乙亥歳芝山張公来守吾屏…

瞿然曰，田稼災傷，民天所係，治屏急務，莫有大於此者

…乾溝水自修冲関来，昔人堤之，堤壊則土石直奔海口，

此一患也。王家冲水必令分流帰海，以殺其勢，否則河堤
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難免衝撃，又一患也。南岸乾渓数処，須布樁甃石，捍之

別流，否則雨水暴集，砂礫隨至，亦一患也。更有村農欲

激水入田，架木作壩，横截河中，沙日壅，水日淤，其患

尤甚。縁此数患，故屡開屡塞，卒無成功。」

（37）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「朱州守生祠碑記」。

原文は以下の通り。「異龍湖水周遭百五十里，民田相錯

湖濱者幾万頃，田高湖卑，浮沙四塞，土民築壩，希灌漑

之利，湖水不得行，漁者排樁，積葑草為梁，湖水又不得行，

於是壅而上侵桑田，為陽侯所拠，窮民賠納者，且百年餘。

公曰，浮沙未去，湖口未可濬也。郷民旧壩，下令折毀，

力濬河身，沙無留行。石堤未築，浮沙未可砥也。下排樁，

築土埂，樹楡柳数百丈，如鉄甕焉。又搬運木石，培護内

堤外堤，湖水趨下而匯於東，出淤田数百畝。公自己卯冬

歴庚辰之春冒雨雪踏勘，擔土運石，給工銭、牛酒、万杵、

干鋤，雲集子来，不数月而河功成，百年滄海一望桑田。」

（38）――海口部の水流の滞留によって引き起こされた湖

面の上昇による被害は，対岸の州城においても確認でき

る。乾隆『続石屏州志』巻 2，芸文，「廻瀾亭記」には，

「海口は石屏の州城東方 40 里余りに位置し，異龍湖の水

が流れ出ていく場所である…乾隆 38 年（1773）夏に思

いがけなく長雨があり，水害が起こり，水が城に及ん

だ。私（知州の蒋振閲）は人々に謀り，浚渫工事を行い，

長堤を修築し，さらに堤防に沿って柳を植えた。河川の

堤防を保護するためにしっかりと備えをし，来年橋の上

に亭を建設する。」（屏城東四十餘里有海口，異龍湖水所

従出焉…癸巳夏恒雨不時，波臣為患，水及城闌，予謀於

衆，大事濬疏，既又修築長堤，復繞堤栽柳。凡所以捍蔽

河堤者頗備，逾年作亭于橋上。）とあり，知州の蒋振閲

が，治水工事を行った原因として州城への被害を挙げて

いる。

（39）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「九天観水塘記」。

註（26）を参照されたい。

（40）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「歳修海口碑記」。

原文は以下の通り。「州城東隅異龍湖…祗縁水口河道，

箐山多破，一経雨水，沙石下行，毎遭阻塞。両岸沙堤約

長十里，若非倍費人工，難保無虞…向曽開挖疏通，皆由

沙不遠発，以致隨掘隨淤，況要地無人巡守，屡被附近村

民放火焼山，挖掘柴根，土鬆上浮，雨霖成瀏，兼之縦放

牛馬，聚衆捕魚，載重行船，直抵石橋，沿堤踐踏砂坍，

歴年莫能禁止，旱則湖水不泛，海田稍可佈種，澇則一望

汪洋，民人束手無策。」

（41）――乾隆『石屏州志』巻 1，堰塘。原文は以下の通り。

「東湖即異龍湖。湖地最下，久雨苦淹。康煕三十七年知

州張毓瑞清理海口堆沙田畝，捐俸疎通久淹之田，漸次成

塍。」

（42）――乾隆『石屏州志』巻 6，伝，「海口説」。原文は

以下の通り。「屏臨両利，応率七分軍以助一臂。吾謂屯

軍以助役為名，反於海東生擾，不若就屏之人有田，而瀕

海者臨時照畝派之以助濬，則以自利而自営之，不責報於

臨邑。」

（43）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「歳修海口碑記」。

原文は以下の通り。「前於康煕五十七八等年已経吏目葉

世芳公同紳士遵奉上行，毎年農務稍暇，斉集人工三百名，

動工二十日，疏濬河道，堵築堤埂…由是湖水漸消，海田

得種，所獲不下万計…但思天時之旱澇無常，人事之修濬

必力，若始勤終怠，自是前功廃棄，嗣後時当農隙，疏濬

動夫，於水退得栽田畝者，計租十石，応夫一名，是誠使

之自営其利之善術也。倘遇大水淋漓，山崩，砂石壅阻，

田垣受淹，則用四門村寨人夫協力共修。設有偸安抗違仍

前作践者，必以法懲。合勒諸石，以垂永久。」

（44）――水路が完成したことは，短期的に見れば洪水防

止などの効果も生まれたが，現在では異龍湖の水位の低

下にともない，周辺地域への生態環境の変化や湖水の富

養化などの多くの深刻な問題を引き起こしている。（雲

南省地方志編纂委員会『雲南省志』pp.308–310 や張秀

敏 2003「異龍湖退田還湖及其対策」『雲南環境科学』第

22 巻，増刊１，pp.51–54 を参照されたい。）

（45）――雲南省には 1 平方 km 以上の盆地が 1445 ヵ所

存在するが，石屏盆地はこの中でも順位的に 80 番目に

位置し，相対的にも決して広いとはいえない。ちなみに

石屏盆地の面積が 61.6 平方 km，滇池盆地が 1071.34 平

方 km，洱海盆地が 601 平方 km となっている。（雲南

省地方志編纂委員会『雲南省志』巻 1，pp.231–236）

（46）――道光『雲南通志稿』巻 208，芸文志，「雲南種

人図説」序。原文は以下の通り。「滇省東南臨安、開化、

広南三府…在昔民稀土昿，川、黔、楚、粤以就墾至者為

多。耕鑿既衆，不能保無良莠之滋。」

（47）――「秀山寺封山育林碑」。原文は以下の通り。「原

宝秀一壩，周囲皆崇山峻嶺，原無龍潭湧泉，只是山中浸

水，引取灌漑粮田。在昔樹木深叢，山浸水大，栽挿甚易。

今時山光水小，苦於栽種。弊因各処無知之徒放火焼山林，

連挖樹根，接踵種地，以致山崩水涸，及雨水発時，沙石

冲滞田畝。所得者小，所失者大。数年来受害莫甚於此。」 

（48）――同上。原文は以下の通り。「本年三月初五日，

拠正街郷約李鳳章、前所郷約楊済美、外三甲郷保鄭源、

李正昌、昌明里郷約李鳳閣、寨民王済川、李作桧、張崑、

唐華盧、王龍、唐誥、陳文燦、向綱、普霖、孫朝陽、李

鳳林等稟前事一案稟称。」
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難免衝撃，又一患也。南岸乾渓数処，須布樁甃石，捍之

別流，否則雨水暴集，砂礫隨至，亦一患也。更有村農欲

激水入田，架木作壩，横截河中，沙日壅，水日淤，其患

尤甚。縁此数患，故屡開屡塞，卒無成功。」

（37）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「朱州守生祠碑記」。

原文は以下の通り。「異龍湖水周遭百五十里，民田相錯

湖濱者幾万頃，田高湖卑，浮沙四塞，土民築壩，希灌漑

之利，湖水不得行，漁者排樁，積葑草為梁，湖水又不得行，

於是壅而上侵桑田，為陽侯所拠，窮民賠納者，且百年餘。

公曰，浮沙未去，湖口未可濬也。郷民旧壩，下令折毀，

力濬河身，沙無留行。石堤未築，浮沙未可砥也。下排樁，

築土埂，樹楡柳数百丈，如鉄甕焉。又搬運木石，培護内

堤外堤，湖水趨下而匯於東，出淤田数百畝。公自己卯冬

歴庚辰之春冒雨雪踏勘，擔土運石，給工銭、牛酒、万杵、

干鋤，雲集子来，不数月而河功成，百年滄海一望桑田。」

（38）――海口部の水流の滞留によって引き起こされた湖

面の上昇による被害は，対岸の州城においても確認でき

る。乾隆『続石屏州志』巻 2，芸文，「廻瀾亭記」には，

「海口は石屏の州城東方 40 里余りに位置し，異龍湖の水

が流れ出ていく場所である…乾隆 38 年（1773）夏に思

いがけなく長雨があり，水害が起こり，水が城に及ん

だ。私（知州の蒋振閲）は人々に謀り，浚渫工事を行い，

長堤を修築し，さらに堤防に沿って柳を植えた。河川の

堤防を保護するためにしっかりと備えをし，来年橋の上

に亭を建設する。」（屏城東四十餘里有海口，異龍湖水所

従出焉…癸巳夏恒雨不時，波臣為患，水及城闌，予謀於

衆，大事濬疏，既又修築長堤，復繞堤栽柳。凡所以捍蔽

河堤者頗備，逾年作亭于橋上。）とあり，知州の蒋振閲

が，治水工事を行った原因として州城への被害を挙げて

いる。

（39）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「九天観水塘記」。

註（26）を参照されたい。

（40）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「歳修海口碑記」。

原文は以下の通り。「州城東隅異龍湖…祗縁水口河道，

箐山多破，一経雨水，沙石下行，毎遭阻塞。両岸沙堤約

長十里，若非倍費人工，難保無虞…向曽開挖疏通，皆由

沙不遠発，以致隨掘隨淤，況要地無人巡守，屡被附近村

民放火焼山，挖掘柴根，土鬆上浮，雨霖成瀏，兼之縦放

牛馬，聚衆捕魚，載重行船，直抵石橋，沿堤踐踏砂坍，

歴年莫能禁止，旱則湖水不泛，海田稍可佈種，澇則一望

汪洋，民人束手無策。」

（41）――乾隆『石屏州志』巻 1，堰塘。原文は以下の通り。

「東湖即異龍湖。湖地最下，久雨苦淹。康煕三十七年知

州張毓瑞清理海口堆沙田畝，捐俸疎通久淹之田，漸次成

塍。」

（42）――乾隆『石屏州志』巻 6，伝，「海口説」。原文は

以下の通り。「屏臨両利，応率七分軍以助一臂。吾謂屯

軍以助役為名，反於海東生擾，不若就屏之人有田，而瀕

海者臨時照畝派之以助濬，則以自利而自営之，不責報於

臨邑。」

（43）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「歳修海口碑記」。

原文は以下の通り。「前於康煕五十七八等年已経吏目葉

世芳公同紳士遵奉上行，毎年農務稍暇，斉集人工三百名，

動工二十日，疏濬河道，堵築堤埂…由是湖水漸消，海田

得種，所獲不下万計…但思天時之旱澇無常，人事之修濬

必力，若始勤終怠，自是前功廃棄，嗣後時当農隙，疏濬

動夫，於水退得栽田畝者，計租十石，応夫一名，是誠使

之自営其利之善術也。倘遇大水淋漓，山崩，砂石壅阻，

田垣受淹，則用四門村寨人夫協力共修。設有偸安抗違仍

前作践者，必以法懲。合勒諸石，以垂永久。」

（44）――水路が完成したことは，短期的に見れば洪水防

止などの効果も生まれたが，現在では異龍湖の水位の低

下にともない，周辺地域への生態環境の変化や湖水の富

養化などの多くの深刻な問題を引き起こしている。（雲

南省地方志編纂委員会『雲南省志』pp.308–310 や張秀

敏 2003「異龍湖退田還湖及其対策」『雲南環境科学』第

22 巻，増刊１，pp.51–54 を参照されたい。）

（45）――雲南省には 1 平方 km 以上の盆地が 1445 ヵ所

存在するが，石屏盆地はこの中でも順位的に 80 番目に

位置し，相対的にも決して広いとはいえない。ちなみに

石屏盆地の面積が 61.6 平方 km，滇池盆地が 1071.34 平

方 km，洱海盆地が 601 平方 km となっている。（雲南

省地方志編纂委員会『雲南省志』巻 1，pp.231–236）

（46）――道光『雲南通志稿』巻 208，芸文志，「雲南種

人図説」序。原文は以下の通り。「滇省東南臨安、開化、

広南三府…在昔民稀土昿，川、黔、楚、粤以就墾至者為

多。耕鑿既衆，不能保無良莠之滋。」

（47）――「秀山寺封山育林碑」。原文は以下の通り。「原

宝秀一壩，周囲皆崇山峻嶺，原無龍潭湧泉，只是山中浸

水，引取灌漑粮田。在昔樹木深叢，山浸水大，栽挿甚易。

今時山光水小，苦於栽種。弊因各処無知之徒放火焼山林，

連挖樹根，接踵種地，以致山崩水涸，及雨水発時，沙石

冲滞田畝。所得者小，所失者大。数年来受害莫甚於此。」 

（48）――同上。原文は以下の通り。「本年三月初五日，

拠正街郷約李鳳章、前所郷約楊済美、外三甲郷保鄭源、

李正昌、昌明里郷約李鳳閣、寨民王済川、李作桧、張崑、

唐華盧、王龍、唐誥、陳文燦、向綱、普霖、孫朝陽、李

鳳林等稟前事一案稟称。」
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（49）――それぞれの村名については乾隆『石屏州志』巻

1，村寨に詳しい。

（50）――道光『雲南通志稿』巻 53，建置志，水利，臨安府。

原文は以下の通り。「宝秀湖〔石屏州採訪〕在城西。宣

洩之口、経行之堤毎歳常為修築疏濬。」

（51）――民国『石屏県志』巻 6，風土。原文は以下の通り。

「吾屏地瘠民貧，謀生不易，有明一代，煙戸稀少，尚易為力，

入清以来戸口漸繁，不能不謀食於四方。」

（52）――グラフ 1 は，野本敬氏作製であり，野本敬・西

川和孝前掲「漢族移民の活動と生態環境の改変－雲南か

ら東南アジアへ－」p18 の図 2 を転載。

（53）――科挙に関しては，宮崎市定 1987『科挙史』平

凡社東洋文庫 470 を参照されたい。

（54）――康煕『石屏州志』巻 9，芸文志，碑記，「重修

学宮碑」。原文は以下の通り。「石屏為㽛町名勝，学宮起

自元時，及明初重建，漸加開拓，踵事増華。於是規模宏

廠，較他州為最。三百年来士之由科目升庸者百餘人，西

南文物於斯称極盛已。」

（55）――表 4 は，順治 18 年（1661）から道光 14 年（1834）

まで道光『雲南通志』巻 137 － 142，選挙志に，それ以

降の道光 15 年（1835）から光緒 24 年（1898）までは光

緒『続雲南通志』巻 101，選挙志にそれぞれ拠って作成

した。科挙は光緒 30 年（1905）を最後に廃止されたため，

清朝期の雲南における科挙合格者についてはこれでほぼ

網羅できる。また，挙人に関しては，雲南省に割り当て

られた郷試合格者の人数，いわゆる学額が史料上にそれ

ぞれ付されており，清代を通して挙人の人数とその出身

地をかなり正確に把握できる。

（56）――石屏の交通路に関しては，石屏県志編纂委員会

前掲『石屏県志』p210 を参照されたい。また，クリス

チャン・ダニエルス 2004「雍正七年清朝によるシプソ

ンパンナー王国の直轄地化について－タイ系民族王国を

揺るがす山地民に関する一考察－」『東洋史研究』62（4）

pp.694–728 によると，17 世紀から 18 世紀にかけて新平

県の境界に位置する魯魁山では野賊が跋扈し，しばしば

峨県や石屏州宝秀に侵入し暴れ回ったため，中国王朝

が討伐に赴いたが，その度ごとに賊は元江を渡り西方に

逃走したとあり，石屏州の宝秀が西方の思茅や普洱へと

続くルートの玄関口になっていたことが知られる。

（57）――万暦『雲南通志』巻 8，学校。訳文と原文は以

下の通り。「石屏州の儒学は州治の東方にある。元朝の

至元年間（1264 － 1294）に建てられたが，戦乱により

消失した。そして，洪武 22 年（1389）に再建された。」（石

屏州儒学在州治東。元至元間創，毀於兵燹，洪武二十二

年復建。）

（58）――明清代の教育機関については松丸道雄・池田温・

斯波義信・神田信夫・濱下武志編前掲『世界歴史大系　

中国史 4 －明～清－』（p18，pp.485–486）を参考にした。

（59）――天啓『滇志』巻 9，学教志。原文は以下の通り。

「龍泉書院は州城の北方にある。万暦年間に知州の徐応

斗が建設した。社学は州城の西，宝秀市，五畝，張大寨

にそれぞれ 1 ヵ所ずつ，計 4 ヵ所ある。知州の蕭廷対は

拡大した。」（龍泉書院在州北，万暦間知州徐応斗修建。

社学四，一在州治西，一在宝秀市，一在五畝，一在張大寨。

知州蕭廷対増建。）

（60）――乾隆『石屏州志』巻 2，義学。6 ヵ所の義学の

名前については原文に以下のようにある。「城内尊経閣

義学。宝秀秀山書院義学。五郎溝義学。海東義学。龍朋

城義学。曠野義学。」

（61）――民国『石屏県志』巻６，風土。原文は以下の通

り。「官聘之師，上者為書院山長，下者為義学師，然不

如私塾之盛。」

（62）――同上。原文は以下の通り。「私塾之師，石屏最

著名，正音韻，明句読，詳訓話，励品行，西至元普，東

至建阿，無不楽聘屏師者，師道立則善人多，吾屏有焉。」

（63）――乾隆『石屏州志』巻 2，園林。原文は以下の通り。

「古栢山房在西湖岸東南土地廟側，張一甲読書処。」

（64）――乾隆『石屏州志』巻 4，郷賢。原文は以下の通り。

「張一甲，字退叔，号菉君，庚辰進士。」

（65）――乾隆『石屏州志』巻 2，文社。原文は以下の通り。

「星聚館在城南。孫穎授徒於此幾三十年，生徒二百餘人，

門署曰，翰墨。林翰院許賀来、張漢倶出其門。呂従姫、

譚璜、孫士鶴倶解元。孫守之、許龍驤、許泰来、馮崑瑛、

孫 倶郷挙…餘博士弟子員四十餘人，時称門墻之盛。」

（66）――許賀来と張漢の履歴については乾隆『石屏州志』

巻 4，文学に詳しい。

（67）――天啓『滇志』巻 9，学教志。註（59）を参照さ

れたい。

（68）――乾隆『石屏州志』巻 5，記，「九天観水塘記」。

註（26）を参照されたい。

（69）――乾隆『石屏州志』巻 2，貢田。原文は以下の通

り。「臨元建三庠幇貢田坐落螞蝗湾。康煕三十年知府朱

翰春清査，有石屏州府学廩生陳世治、石屏寄元江府学廩

生楊維震、建水州学廩生康允晋三人為首公呈奉断為三庠

貢田，隨納石屏左官屯糧，名白新。」

（70）――乾隆『石屏州志』巻 2，貢田。訳文と原文は以

下の通り。「科挙田。宗人府の府丞羅鳳杉は宝秀田を寄

付し，その税金 80 石で郷試や会試の試験を作成する代
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金や科挙の費用とした。この秋の税粮 3 石 2 斗は本人が

受け入れ時価で売り，それを分けて送る。」（科挙田。宗

人府府丞羅鳳彩捐置宝秀田，租八十石作郷会試巻金、科

挙之費。該秋糧三石二斗本人経収変価分送。）
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This article deals with the opening up of agricultural land by Han immigrants in Shiping county, 

Honghe region,　and their settlement into the surrounding area in Shiping during the Ming and Qing 

period（1386 A. D.-1911 A. D.）.　The settlement of Han people in Yunnan began at the end of the 14th 

century, and their inflow reached a peak in latter half of the 18th century. 

When discussing the history of the immigrants in Yunnan, many historians note the inflow of 

Han Chinese from places outside Yunnan. Here, I present the new idea that the immigrant activity 

originated in the local society of Yunnan.

By the end of the 14th century, Ming Dynasty expanded into the south-western part of China and 

established military colonies in the surrounding area at strategic points. Some of them who were 

Han people settled in the Shiping basin, and began to reclaim the land under regional government 

leadership, when the regional government applied some kinds of irrigation technique to cultivate 

new fields, and built dikes and dredged the mud to control flood. Around the lakeside areas where 

the water is abundant, they performed drainage construction, and on the flat land where water is 

short, then built reservoirs for irrigation. The success of this increased production capacity, and the 

subsequent population increase caused people to immigrate from Shiping to other areas.

In addition to such work, the regional government established many kinds of schools with the income 

that they got from opening up new agricultural land. Subsequently many private schools were established 

around the Shiping basin. These private schools turned out many talented people, and a number of them 

passed the examination for government officials （Keju）. In particular, by the beginning of the Qing 

Dynasty, a one-fifth of the candidates who passed the examination in Yunnan were from Shiping county. 

As the number of successful candidates increased, their fame rose in the southern part of Yunnan. As a 

result, they were invited to work as teacher at schools in other areas surrounding Shiping. They built up a 

network mainly on the shared territorial bonding, and supported migration activities.

In this article I emphasize the importance of immigrant activity which originated in the local 

society of Yunnan.

Key words: Paddy field, irrigation, Ming and Qing periods, Yunnan Province, Han Chinese immigrants
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